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行政常任委員会 

 

令 和 ５ 年 ３ 月 １ ４ 日 （ 火 ）               

午 前 １ ０ 時 ０ ０ 分 開  会               

 

○濵中副委員長  おはようございます。 

 ただいまより行政常任委員会を開会いたします。 

 本日、村田幸隆委員長が病気のため欠席となっておりますので、私のほうで委員

長の職務を行わせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 本日、その他の欠席通告者は、通院のため内山左和子委員であります。 

 それでは、本日の議題に入ります。 

 本日は、昨日お伝えしたとおり進行表の順番を入れ替えて、商工観光課、建設課、

水道部の予定で進めさせていただく予定です。お願いいたします。 

 それでは、まず、商工観光課における議案第１９号、令和４年度尾鷲市一般会計

補正予算（第１４号）の議決についての御説明を求めます。 

○森本商工観光課長  おはようございます。商工観光課でございます。よろしく

お願いいたします。 

 それでは、議案第１９号、令和４年度尾鷲市一般会計補正予算（第１４号）の議

決についてのうち、商工観光課に係る御説明をさせていただきます。 

 まず、歳入のほうでございます。 

 補正予算書の１８ページ、１９ページのほうを御覧ください。 

 １７款寄附金、１項寄附金、５目商工費寄附金、１節観光費寄附金につきまして

は、補正前の額０円、補正後の額１,０００万円を増額し、今年度予算額を１,００

０万円とするものでございます。本寄附金につきましては、信金中央金庫様からの

企業版ふるさと納税でございます。この寄附金に関しましては、来年度以降の観光

事業への複数年充当するものでございます。 

 続きまして、歳出のほうでございます。 

 補正予算書３６ページ、３７ページを御覧ください。 

 ６款商工費、１項商工費、２目商工振興費でございます。補正前の額３億４,３

０７万７,０００円、補正額２,９１２万７,０００円を減額し、３億１,３９５万円

とするものでございます。 

 内容といたしましては、細目商工振興事業、１２節委託料、商品券発行事業業務
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委託料２,９１２万７,０００円の減額は、尾鷲市プレミアム付商品券の販売額の確

定に伴うプレミアム分の減額となります。 

 次に、３目観光費につきましては、補正前の額５,４０６万７,０００円、補正額

２００万円を減額し、５,２０６万７,０００円とするものです。内容といたしまし

ては、細目観光振興事業、尾鷲市あんしんみえリア取得推進応援金に関する報償費

２００万円の減額、当初見込みより申請件数が下回ったことによる減額のほうでご

ざいます。 

 本事業に関しましては、詳細な内容につきまして、事業実績を含めて資料を用い

て、担当係長より説明させていただきます。 

○柳田商工観光課長補佐兼係長  それでは、委員会資料１ページ目を御覧くださ

い。通知いたします。 

 商品券発行事業の業務委託料の減額に関する説明に併せまして、令和４年度に実

施した三つの商品券事業の実績報告を説明させていただきます。 

 この事業は、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、地域経済の落ち込みや原

油価格高騰、食料品高騰などによる市民生活への大きな影響を軽減することを目的

として、プレミアム付商品券の発行や地域振興券の交付が行われたものでございま

す。 

 令和４年７月から購入、利用を実施いたしました３０％プレミアム率、尾鷲市プ

レミアム付商品券は、３億１,０５８万３,０００円分を販売し、昨年１２月３１日

に終了いたしました。本商品券は、１人２部まで購入が可能で、販売率が約７２％

と高い値となりました。 

 この事業では、１００％の購入率で予算化をしておりましたが、未購入分の約２

８％に当たる２,９１２万７,０００円のプレミアム額を本議会において減額補正す

るものでございます。 

 あわせまして、他事業に関しましても報告いたします。 

 地域振興券の第１回交付分に関しましては、６月１日時点で、尾鷲市に住民票が

ある方を対象に、額面７,０００円の商品券を交付いたしました。交付対象者は１

万６,５４４名で、利用期限はプレミアム商品券と同様に１２月３１日まででござ

いました。 

 次ページを御覧ください。 

 国から新たに地方創生臨時交付金が交付されたことを受け、昨年度、年度途中で

はございますが、額面５,０００円の地域振興券の発行を行いました。対象は、１
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０月１日時点で尾鷲市に住民票がある方１万６,４３３名が交付対象で、利用期間

は本年２月２８日まででございました。 

 なお、換金率が８６.２％ですが、現在、決算作業を行っており、他の事業と同

様に高い換金率となる予定です。 

 次ページ以降では、事業所別の登録者数及び換金実績を確認していただけます。

さらに、効果検証のために、事業者向けのアンケート結果も掲載しておりますので、

御参照ください。 

 今後もアフターコロナを見据えた施策を実行し、地域経済の活性化に向けて事業

を継続して展開してまいります。 

 説明は以上です。 

○世古商工観光課係長  委員会資料の７ページを御覧ください。通知いたします。 

 尾鷲市安心みえリア取得推進事業は、地方創生臨時交付金を活用し、市民や本市

を訪れた人が安心して利用できる飲食店や観光関連施設の環境づくりを進めること

を目的に、三重県の施設認証制度の基準を満たした店舗等に応援金を支給し、安心

して尾鷲にお越しいただき、観光交流を促進するものでございます。 

 三重県の認証を受けた市内の事業者に対して１件当たり５万円を支給するもので、

令和４年度に関しましては、２月２８日時点で１６の事業者から申請をいただき、

８０万円を支給いたしました。 

 当初、７０件の申請を見込んでおりましたが、応援金の申請締切りが３月１８日

までとしておりまして、件数に達しない見込みとなりましたので、今回減額するも

のでございます。 

 説明は以上です。 

○森本商工観光課長  以上、説明とさせていただきます。御審議のほうよろしく

お願い申し上げます。 

○濵中副委員長  先ほど資料の説明において、安心みえリア、２月２６日時点と

いうふうに説明がありました。資料のほうが３月３日時点になっておりますけれど

も、そのままでよろしいですか。 

○世古商工観光課係長  すみません。説明のほうは２月２８と申し上げましたが、

３月時点です。申し訳ございません。 

○濵中副委員長  説明は以上のとおりでございます。 

 御質疑、御意見のある方、挙手をお願いいたします。 

 よろしいですか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○濵中副委員長  そうしましたら、議案第１４号、令和５年度尾鷲市一般会計予

算の議決についての説明を求めます。 

○森本商工観光課長  それでは、議案第１４号、令和５年度尾鷲市一般会計予算

の議決についてのうち、商工観光課に係る御説明をさせていただきます。 

 まず、歳入についてでございます。 

 当初予算書の２２ページ、２３ページのほうを御覧ください。 

 １３款使用料及び手数料、１項使用料、４目農林水産業使用料２８１万３,００

０円、そのうち当課に係るものが、２節水産業使用料のうち深層水使用料２１０万

円と総合交流施設使用料１万円でございます。いずれもアクアステーションにおけ

る使用料でございます。 

 ５目商工使用料、１節商工使用料１万円は、あすなろ工房使用料でございます。 

 次に、予算書の３０ページ、３１ページを御覧ください。 

 １５款県支出金、２項県補助金、６目商工費県補助金８４万５,０００円のうち、

１節商工費補助金３万１,０００円は、南部地域活性化基金事業費補助金で、南三

重地域就労対策協議会事業に関する補助でございます。 

 同じく２節観光費補助金８１万４,０００円は、南部地域活性化基金事業費補助

金で、熊野古道道路標示シート設置事業３１万４,０００円と東紀州自転車活用事

業５０万円の補助でございます。 

 次ページのほうを御覧ください。 

 １５款県支出金、３項委託金、２目商工費委託金９８万１,０００円でございま

す。１節観光費委託金９８万１,０００円は、熊野古道沿いトイレ等の維持管理に

係る近畿自然歩道維持管理委託金７８万１,０００円と三木浦マリンパークの維持

管理に係る県単漁港環境整備事業委託金２０万円でございます。 

 次に、予算書の３６ページ、３７ページのほうを御覧ください。 

 ２０款諸収入、５項雑入、１目雑入、２節総務費雑入３,０７７万４,０００円の

うち、次のページを御覧いただきまして、ＤＯＮＥＴ負担金１０１万３,０００円

のうち、７１万４,０００円が海洋深層水推進事業に充当するものでございます。 

 次に、５節商工費雑入３６万３,０００円は、まちかどＨＯＴセンター電気使用

料のほうでございます。 

 以上、商工観光課に係る歳入についての御説明とさせていただきます。 

 続きまして、歳出のほうに移らせていただきます。 
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 なお、人件費につきましては総務課の説明がございますので、割愛させていただ

きます。 

 予算書の１５２ページ、１５３ページを御覧ください。 

 ５款農林水産業費、４項水産業費、５目海洋深層水事業費につきましては、本年

度予算額１,５１５万６,０００円で、前年度比３８万１,０００円の減額です。財

源内訳はその他特定財源である深層水に係る使用料等２４１万５,０００円、一般

財源１,２７４万１,０００円でございます。 

 細目海洋深層水推進事業の主な予算につきましては、需要費６８８万８,０００

円で、消耗品費１６９万９,０００円は、アクアステーションの保守点検に伴う脱

塩装置等の消耗品で、光熱水費４４８万４,０００円は、アクアステーションの電

気代が主なものでございます。委託料７００万４,０００円は、水質検査委託料１

８４万８,０００円、海洋深層水施設機器保守点検業務委託料４６２万円が主なも

のでございます。 

 内容につきまして、担当から御説明させていただきます。 

○柳田商工観光課長補佐兼係長  それでは、主要施策の６９ページを御覧くださ

い。通知させていただきます。 

 海洋深層水推進事業につきまして説明させていただきます。 

 本事業は、平成１８年度より、海洋深層水を生かして地域産業の活性化を図るこ

とを目的として事業を実施しております。 

 令和５年度といたしましては、利活用事業では、より多くの個人、企業に海洋深

層水を御利用いただくために仕組みの構築などを行うことや、アクアステーション

の適正な管理と運営におきましては、切れ目のない安定した分水を実施するために、

必要箇所の修繕等を実施してまいります。 

 具体的には、利用促進について、昨年４月から開始した通信販売事業の出荷数を

増やすため、インターネットなどを活用したターゲットの絞り込みや、ブランドマ

ークの活用については高付加価値化などを施策として進めてまいりたいと考えてお

ります。 

 また、施設の管理につきましては、原水の分水に加え、四つの処理水を安定して

分水するために、適正な危機管理、事故防止等を実施してまいります。 

 予算の主なものといたしましては、需用費では、海水淡水化装置等消耗品や電気

代、送水ポンプなどの修繕料で６８８万８,０００円、役務費は灯浮標の点検など

で１０１万５,０００円、委託料としては、海洋深層水の水質検査や機器保守点検
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業務などで７００万４,０００円でございます。 

 令和５年度の事業費といたしましては、合計で１,５１５万６,０００円であり、

財源といたしましては、海洋深層水使用料２１０万円、総合交流施設使用料１万円、

防災科学技術研究所から灯浮標に係る費用負担として３０万５,０００円の歳入を

見込み、残る１,２７４万１,０００円を一般財源といたします。 

 海洋深層水推進事業は以上でございます。 

○森本商工観光課長  次に、予算書の１５４ページ、１５５ページのほうを御覧

ください。 

 ６款商工費、１項商工費、２目商工振興費につきましては、本年度予算額１,０

２６万２,０００円で、前年度比３２万４,０００円の増でございます。財源内訳は

国県支出金２３６万３,０００円、その他特定財源１万円、一般財源７８８万９,０

００円でございます。 

 細目商工振興事業につきましては、予算額５０５万円でございます。主なものと

いたしましては、負担金、補助及び交付金４５９万円で、内訳といたしまして、補

助金、尾鷲市中小企業融資信用保証料補給金２７万９,０００円、尾鷲商工会議所

及び中小企業相談所補助金３６０万円でございます。 

 内容につきまして、担当のほうから御説明させていただきます。 

○柳田商工観光課長補佐兼係長  主要施策の７０ページを御覧ください。通知さ

せていただきます。 

 商工振興事業費につきまして説明いたします。 

 本事業は、尾鷲市商工会議所などの関係団体と連携し、市内の小規模事業者を対

象に経営支援を行うとともに、地域活性化に貢献する事業に対して補助金を交付す

るなど、地域経済活性化を目指すことを目的としております。 

 事業といたしましては、中小企業融資信用保証料補給金や尾鷲商工会議所及び中

小企業相談所補助金、小規模事業者振興資金利子補給金事業を実施するとともに、

尾鷲イタダキ市などへも補助金を交付しております。 

 予算の主なものといたしましては、負担金、補助及び交付金として４５９万円、

令和５年度の事業費は合計で５０５万円であり、財源といたしましては、県支出金、

南部地域活性化基金事業費補助金３万１,０００円とその他特定財源で、あすなろ

工房の使用料１万円を見込み、それ以外を一般財源としております。 

 商工振興事業は以上でございます。 

○濵中副委員長  課長、ちょっとゆっくりめに読んでいただけますか。すごく、
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ちょっと速い気がしますので。お願いします。 

○森本商工観光課長  次に、予算書１５４ページ、１５５ページにお戻りくださ

い。通知のほうをさせていただきます。 

 細目産業開発促進事業につきましては、予算額５２１万２,０００円でございま

す。主なものといたしましては、負担金、補助及び交付金４８７万９,０００円で、

次ページのほうを御覧ください、３５７万９,０００円が、令和４年度に新しく発

足いたしました尾鷲市地域経済活性化協議会への負担金でございます。 

 内容につきまして、担当係長のほうから説明させていただきます。 

○柳田商工観光課長補佐兼係長  それでは、主要施策の７１ページを御覧くださ

い。通知いたします。 

 産業開発促進事業は、事業者や関係する団体と連携し産業開発を推進するととも

に、販路開拓を行い、地域経済の活性化を図ることを目的としております。 

 令和５年度の事業といたしまして、アフターコロナに対応するために市場マーケ

ティングや販路拡大開拓支援事業を実施してまいります。 

 なお、本事業の事業主体は、尾鷲市、尾鷲商工会議所、紀北信用金庫、尾鷲公共

職業安定所、三重ＴＬＯから成る複数の主体で構成される尾鷲地域経済活性化協議

会が実施し、各それら主体が得意とする分野を生かして、地域産品の販路拡大や雇

用の創出を伴走型で進めてまいりたいと考えております。 

 来年度の事業の実施につきましては、これまでに実施してきた伴走型による販路

拡大支援を継続いたします。商品のブラッシュアップを行い、スーパーマーケット

トレードショーなどに出展し、販路を開拓いたします。 

 次に、プロモーション事業といたしまして、労働年齢人口の流出により働き手が

慢性的に不足している状況を踏まえ、ＮＰＯなどと連携して、尾鷲市の人手不足に

悩む企業情報などを地元高校や都市部の就職を控えた大学生などにＰＲしていくこ

とを計画しております。 

 また、今年度も実施してまいりましたが、通信販売の利用加速やコロナ禍による

お取り寄せブームを受け、商品等の動画やＥＣサイトに掲載するなど、販路拡大事

業を実施してまいりたいと考えています。これら事業を複合的に実施し、地場産品

の販路拡大を図り、地域活性化につなげてまいります。 

 また、尾鷲市販路開拓支援補助金につきましては、１件当たり２０万円を上限に

５社分、１００万円を予算化しております。予算の主なものといたしましては、ヤ

ーヤ便のＰＲをはじめ物産展等への参加旅費２４万８,０００円、負担金、補助及
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び交付金として協議会への補助金４８７万９,０００円等でございます。 

 令和５年度の事業といたしまして、合計で５２１万２,０００円、財源といたし

ましては、地方創生推進交付金２３３万２,０００円を見込み、それ以外の２８８

万円を一般財源といたします。 

 説明は以上です。 

○森本商工観光課長  予算書の１５６ページ、１５７ページを御覧ください。 

 ３目観光費、本年度予算額６,３０１万２,０００円で、前年度比１,５８７万１,

０００円の増額でございます。財源内訳は国県支出金１７９万５,０００円、その

他特定財源２,３７３万１,０００円、一般財源３,７４８万６,０００円でございま

す。 

 細目観光振興事業につきましては、予算額２,３０５万４,０００円です。主なも

のといたしまして、需用費、印刷製本費９２万９,０００円で、観光パンフレット

ＴＥＫＵＴＥＫＵ ＯＷＡＳＥ、ＷＡＫＵＷＡＫＵ ＯＷＡＳＥの印刷製本費でご

ざいます。負担金、補助及び交付金、予算額２,１０７万３,０００円のうち、主な

ものとして、負担金において東紀州地域振興公社負担金２６３万円で、県及び東紀

州５市町が連携いたしまして観光誘客施策を進めるための国の地方創生推進交付金

を活用いたしまして、東紀州地域振興公社による観光ＤＭＯの推進事業でございま

す。補助金におきましては、尾鷲の歴史文化などの地域資源を活用いたしまして、

人と人とのつながりを生かした観光事業による地域力アップを目的といたしまして

尾鷲観光物産協会へ補助するもので、補助金額は１,０６４万６,０００円でござい

ます。また、イベント補助として尾鷲節コンクール２６０万円、おわせ港まつり補

助金２５０万円としており、にぎわいのあるまち尾鷲に向ける取組を補助するもの

でございます。 

 内容につきまして、担当係長のほうから御説明させていただきます。 

○世古商工観光課係長  主要施策の７２ページを御覧ください。通知いたします。 

 おもてなし条例関連事業であります観光振興事業について御説明いたします。 

 本事業につきましては、関係団体と連携して、熊野古道の魅力向上やクルーズ振

興、自転車振興などに取り組み、観光施設や町なかでの滞留による交流人口の増加

と地域経済の活性化を図っていくものでございます。 

 事業内容についてですが、クルーズツアーが再開したことから、クルーズ歓迎事

業を新たに盛り込み、寄港の際には歓迎式典の実施や乗船客の市内への送迎に取り

組んでまいります。 
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 東紀州振興公社負担金の観光ＤＭＯ事業分につきましては、地方創生交付金を活

用し、三重県と東紀州５市町が東紀州地域への誘客や交流人口の増加を目指し、デ

ジタル技術を活用して、映像音声ガイドを視聴できる観光コンテンツの整備などを

行うものでございます。 

 新たな事業として、南部地域活性化基金を活用し、東紀州５市町連携によりサイ

クリングマップ作成や情報発信を行う東紀州自転車活用事業を実施してまいります。 

 また、イベント等への補助金として、主なものとして、おわせ港まつり補助金で

ございますが、来年度は第７０回の記念大会となり、５０万円増額し、２５０万円

を計上いたしております。 

 記載にはございませんが、昨年は世界遺産熊野古道を中心とした情報発信に取り

組みましたが、今年は、海、山の豊かな自然だけでなく違った角度から、ハッシュ

タグ休日尾鷲として尾鷲の魅力を発信してまいります。 

 また、豊かな自然を安心に楽しんでいただくため、事故に備えた注意喚起や登山

届の電子申請の御案内、九鬼地区においては、入山届の御協力をお願いする取組も

始めます。 

 事業費についてですが、２,３０５万４,０００円、内訳は、県支出金といたしま

して南部地域活性化基金事業費補助金５０万円、その他特定財源といたしまして尾

鷲みどりの基金繰入金６０万円、ふるさと応援基金繰入金４５０万円、それ以外の

１,７４５万４,０００円が一般財源でございます。 

 観光振興事業については、以上でございます。 

○森本商工観光課長  予算書の１５６ページ、１５７ページにお戻りください。 

 次に、細目熊野古道活用事業につきましては、予算額２２３万１,０００円で、

主なものは、土日祝日に来訪者の対応を行うおわせふるさとガイドの運営委託料３

８万１,０００円でございます。 

 次ページを御覧ください。 

 世界遺産熊野古道をメインルートに開催するおわせ海・山ツーデーウォークの大

会運営に係る委託料１８５万円でございます。 

 次に、細目観光施設管理整備事業につきましては、予算額３,７７２万７,０００

円で、主なものにつきましては、需用費１,５２０万８,０００円のうち修繕料１,

２２６万３,０００円は、夢古道おわせ設備観光トイレ等の各設備修繕料のほうで

ございます。 

 役務費６３３万円のうち主なものとしまして、所管する観光トイレの浄化槽保守
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点検手数料３３２万５,０００円、熊野古道道路標示シート取付手数料６３万円、

玄工山桜剪定手数料１１０万６,０００円等でございます。 

 委託料１,６０５万７,０００円のうち主なものといたしましては、夢古道おわせ

指定管理料９２８万６,０００円、三木里海水浴場連絡員業務委託料１３２万２,０

００円、三木里海水浴場駐車場管理業務委託料２４７万８,０００円でございます。 

 内容につきまして、担当のほうから説明させていただきます。 

○世古商工観光課係長  主要施策の７４ページを御覧ください。通知いたします。 

 おもてなし関連事業でございます。 

 観光施設管理整備事業につきましては、来訪者へ憩いの場を提供するため、夢古

道おわせなどの観光受入れ施設の充実を図り、町なかでの滞留による交流人口の増

加、地域経済の活性化を図るものでございます。 

 事業内容といたしましては、地域資源活用型総合交流施設（夢古道おわせ）の適

正な管理運営、市内観光トイレ・公園等の維持管理、三木里海水浴場の運営管理で

ございます。 

 夢古道おわせの修繕に関しましては、サウナ室壁張り替え、夢古道の湯看板取替

えなどを予定しており、利用者の安全の確保はもとより、もう一度訪れたいと思っ

ていただけるよう施設の修繕を実施するものです。先日の信金中央金庫様からの御

寄附も活用させていただき、修繕を行うものでございます。 

 また、一般社団法人安全・安心まちづくりＩＣＴ推進機構様の御協力をいただき、

フリーＷｉＦｉを設置してまいります。 

 三木里海水浴場の運営管理につきましては、ライフセーバー等の連絡員業務など

に３８８万円を計上いたしております。 

 事業費につきましては３,７７２万７,０００円、財源内訳につきましては、県支

出金といたしまして近畿自然歩道維持管理委託金７８万１,０００円、県単漁港環

境整備事業委託金２０万円、南部地域活性化基金事業費補助金３１万４,０００円、

その他特定財源といたしまして、ふるさと応援基金繰入金１,０００万円、企業版

ふるさと納税地方創生基金繰入金６０３万７,０００円、まちかどＨＯＴセンター

電気使用料３６万３,０００円、それ以外の２,００３万２,０００円が一般財源で

ございます。 

 南部地域活性化基金事業について、委員会資料にて御説明いたします。 

 委員会資料８ページ、資料３を御覧ください。 

 本事業は、熊野古道客の安心や利便性向上のために、熊野古道間を結ぶ道路に路
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面標示シートを設置するものでございます。 

 写真をおつけしておりますが、こちらが熊野古道路面標示シートの（案）でござ

います。峠と峠を結ぶ道路の分岐などに、１辺５０センチの路面標示シートを設置

することで、迷わず安心して歩くことができる環境を整備いたします。 

 設置箇所は、矢ノ浜街道の袖片橋から矢浜浄土宝筐印塔までの間の２０枚の設置

を予定しております。 

 補助金として南部地域活性化基金補助金を活用し、紀北町との連携事業で実施す

る予定でございます。２分の１補助となります。 

 観光施設管理整備事業については以上でございます。 

○森本商工観光課長  以上が、商工観光課における令和５年度尾鷲市一般会計補

正予算の説明とさせていただきます。御審議いただき、御承認賜りますようよろし

くお願い申し上げます。 

○濵中副委員長  説明は以上でございます。 

 御意見、御質問のある方は挙手をお願いいたします。 

○中村委員  主要施策の７２ページのクルーズ寄港時の歓迎用出演料というのは、

どういうことを考えられておられますか。 

○森本商工観光課長  昨年、クルーズにっぽん丸のほうが入港していただきまし

た際に、あれは予算化のほうはちょっとできておりませんで、受入れ体制がちょっ

と不備な部分がございました。十分な、向こう、先方のほうから御連絡あるのが、

まだないんでございますけれども、本年、また寄港の予定が、スケジュールが立っ

た場合に、迅速に対応させていただきたく、報償費とバスの周遊のほうを考えてお

りまして、そちらのほうの予算のほうを計上させていただきました。 

 報償費に関しましては、お出迎えの際に、前回は尾鷲節太鼓のほうを披露させて

いただいたんですけれども、十分な予算がございませんでした。ですので、こちら

の予算を使いまして、もし来ていただける際には、そのような形でお出迎えさせて

いただけないかなというふうに思っておるところでございます。 

○濵中副委員長  お出迎えの内容を聞かれておりますけれども、そこは決まって

いないんですか。 

○森本商工観光課長  前回と同様、尾鷲節の披露のほうをさせていただきたいと

いうふうに考えております。 

○中村委員  手踊りと太鼓との何かを、舞台を造ってされたんですか。 

○森本商工観光課長  舞台のほうは設けておりませんが、堤防のときに、そこに、
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太鼓のほうでお出迎えを、尾鷲節太鼓をたたきましてお出迎えをさせていただきま

した。 

○中村委員  次回もその予定の予算ですか。 

○森本商工観光課長  まだ寄港の予定のほうは御連絡ございませんが、もしこち

らのほうに寄っていただける際には、そういった形でお出迎えのほうをちょっとさ

せていただけないかなというふうに思っております。 

○中村委員  引き続いて、ちょっとページ数が分からないんですけれども、サイ

クリング、要するに自転車の何か言っていただいていたと思うんですけれども、そ

れの内容を詳しく教えていただきたいと思うんですけど。 

○濵中副委員長  １５７ページですね。サイクリングマップのあたりでよろしい

ですか。 

○中村委員  はい。 

○世古商工観光課係長  こちらは、事業内容といたしましては、これから詳しく

詰めるところではあるんですけれども、今予定されているのが、東紀州地域振興公

社と連携させていただきましてサイクリングルートの検討をさせていただくとか、

そのサイクリングルートの検討をしてマップを作成して、その中には、周辺施設の

情報であるとか、お立ち寄りしていただけるような情報等をまとめたものを作成す

ることで検討しております。 

 あと、情報発信については、ＳＮＳとかウェブ等を中心にいろんな媒体を使って、

こちらのサイクリングルートを設定したものを発信していくというような形で考え

ております。 

 以上です。 

○中村委員  きっとこのクルーズで来られた方って、こういうサイクリングとい

うのがすごく喜ばれると思うんですよ。そうやから、その中の一つとして、ぜひ同

じパックで情報発信していただきたいなと思います。 

 すみません、引き続いて、夢古道の湯の入浴料の負担金って、これ、ごめんなさ

い、何の負担ですか。 

○森本商工観光課長  尾鷲市の観光大使の方が、名刺の裏にさせていただいてお

りまして、そちらの名刺を持って入浴されたときにお風呂に入れますので、それの

負担をさせていただくものでございます。 

○中村委員  観光大使って何名おられますか。 

○森本商工観光課長  ヤーヤにゃん１人と勘定いたしまして、７名でございます。 
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○中村委員  施策の７４ページのフリーＷｉＦｉはどの地域に入れられる予定で

すか。 

○森本商工観光課長  こちら、夢古道おわせのほうで導入させていただきたいと

思っております。こちらのほうは御協力いただきまして、無料ＷｉＦｉという形で

展開させていただきたいというふうに考えております。 

○濵中副委員長  よろしいですか。 

 他に。 

○中里委員  夢古道おわせに関連してなんですけれども、施策の７ページで、昨

年……。７ページでしたっけ。主要施策の、ごめんなさい、７４ですね、すみませ

ん。なんですが、昨年、いろんな課題や問題などがあった中で、こういう形でまた

再稼働していただいて、今現在で分かる範囲でいいんですけれども、夢古道の様子

というか、お客様の声や働いている従業員の方々の様子など教えていただければと

思うんですけれども。 

○森本商工観光課長  夢古道につきましては、令和３年度と令和４年度と比較い

たしまして大きく変わっていないところがございまして、入浴に関しましては、約

月６００名程度、入浴されているのではないかなというふうな感じで推移している

ところでございます。 

 お客様の声といたしましては、やはりいろいろサウナが壊れたこととか、南委員

の御質疑もございましたミストサウナの調子が悪いとか、なかなか老朽化しておる

部分がございまして、そういったお声をいただいておるところでございます。 

 あと、サウナが入った後に水風呂がないというような、きめ細かなちょっと対応

がないんじゃないかなというふうなお声を聞いておるところでございまして、それ

は、指定管理者と我々と、今後どのように展開していくのかというのは、随時お話

合いを、協議を続けさせていただいているところでございます。 

 あと、お客様のお声に関しましては、アンケート等を取っておると思うんですが、

まだ私の手元にちょっとまだ来ておりませんもので詳しくはないんですけれども、

ただ、先ほど申し上げたお客様のちょっと老朽化に伴うちょっと不安定な部分とか、

そういったものはお聞きしているところでございます。 

○中里委員  以前まであったイベント等がなかなかないという声が結構多いんで

すけれども、その辺はどうなんでしょうか。 

○森本商工観光課長  コロナ禍のほうも大分落ち着きを見せておりまして、南委

員の質疑のほうにちょっとお答えはさせていただいたんですけれども、指定管理者
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と私、尾鷲の担当課、イサバヤさん、３者のほうで、どういうふうな形で誘客を進

めていくのかというのは、協議は開始しております。 

 コロナ禍も落ち着いておりますので、いろんなイベント、月１のイベントだった

り特別なイベントというのはできるというふうに考えておりますので、今後どうい

うふうに進めていくのかというのはしっかりと詰めていきたいというふうに思って

おります。やはり誘客をするにはやっぱりちょっとイベントが大事かなというふう

には、双方で確認しております。 

 また、観光物産協会のほうも協議の中に加わっていただいた上で、いろんなツア

ーの作成のほうも考えているというふうに、指定管理者とは打合せのほうは進めて

おるところでございます。 

○中里委員  もうコロナ禍も明けてくるというような状態ですし、本当に早急に

そういったことは考えていただきたいなと要望しておきます。お願いします。 

○森本商工観光課長  指定管理者としっかり協議してまいりたいと考えておりま

す。 

○濵中副委員長  他にございますか。 

○南委員  今の中里委員さんの質問とも関連するんですけれども、夢古道の湯の

ほうも創業１５年ですか、もう迎えるということで、今、新しく支配人も変わり、

頑張ってみえるんですけれども、やはりいかんせん、コロナ禍の影響もあり、お客

のやっぱり伸びが少ないということで、平日１００人前後、土日２００人前後とい

う計算で、非常に苦しい経営が続いておるのが現実なんですけれども。 

 そういった意味で、今、イベントのコーナーの御指摘がありましたけれども、や

はり５月の連休なんか、以前なんかヤドカリ釣り大会だとか、役所の方が一生懸命

こぞって、にぎわいをされてたみたいに思うんですね。 

 今年度については、特に５月のゴールデンウイーク等のイベント等は計画してお

られないんですか。 

○森本商工観光課長  イベントにつきましては、月１イベントとか考えておる中

で、ゴールデンウイーク、繁忙期に関しましてはしっかりとさせていただけないか

なとも思っておりますので、まだ具体的にはないんですけれども、ゴールデンウイ

ークに向けてイベント、来ていただく方に喜んでいただけるようなもの、こちらの

ほうを考えていきたいというふうに指定管理者とはお話させていただいております。 

○南委員  前向きに考えていただいておるということで、特に今も物産協会の関

わり、あるいは向井の子供の居場所づくり「むむむ」やとか、また、熊野古道セン
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ターとのリンクしていただいて、なお一層の相乗効果が現れるような、お互いにイ

ベントを組んでいただきたいと思いますので、強く要望をいたしたいと思います。 

 それと、主要施策の７２ページ、観光振興事業になるんですけれども、以前から、

尾鷲熊野道路が開通する前に、賀田の尾鷲のＰＲ塔、尾鷲節の、結構まだきれいな

んですよね、あれ。ぜひとも南インターの近くへ移して、尾鷲市のＰＲをしていた

だきたいなと、前々から複数の委員さんも要望されたと思うんですもんでね。 

 もうここ最近、全く北インター、南インターで降りても、「どうまい！」という

看板だけが、七、八年前に設置したのに、何ら一向に変化がないんですよね、尾鷲

市の場合は、入り口、出口、どっちが入り口か分からないけどね。 

 そういった中で、結構、南インターのほうなんかスペースが結構あると思うんで

すね。そういった意味で、もうぜひとも何かちょっとインパクトのあるＰＲの方法

を考えていただきたいなと。 

 特に市長、どうですか。もう全くの代わり映えないんですわ、北も南も、下りて

も上っても。何かちょっとインパクトのあるものを考えていただきたいな。 

○加藤市長  南インターのところは、一度検討はしたんですけれども、あの部分

について、要するに道路上に置いた場合の問題点、もし倒壊したときにどうするの

かと、紀勢国道のほうにはその要望もあれしていたんですよ。ちょっと今のところ

は、そういうような。 

 だから、委員おっしゃるように、やはり尾鷲で降りてもらうためのやっぱりアイ

キャッチになるようなものがやっぱり必要だと思っております。 

 ただ、今これから、一応この夏ぐらいですかね、夏前に南インターが、要するに

駐車場がオープンしたり、ある程度形として、南インターチェンジの形として出来

上がってくるんです。 

 最終的に、あそこのところは全面的に修理が全部できるのが来年の春ぐらいとい

うことを国交省のほうからお聞きしているんですけれども、それに伴うような、あ

の場所をどういうふうな形で使っていくのかということも含めて、南インターチェ

ンジの活性化ということについても今後考えていきたいと思っております。 

○南委員  検討していただくということなんですけれども、南インターのほうの

防災、国交省のほうのあれが間もなく完成するということで、尾鷲市が管理される

んですよね、あれ。 

 特に来年は、市長、市制７０周年記念ですので、そこら辺を７０周年と絡めて何

かぜひともＰＲしていただきたいなと思いますので、ぜひともよろしくお願いいた
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します。 

○加藤市長  ７０周年という非常に大事な節目の年でございますので、だから、

７０周年を機にどうやって事業を進めていくのかとか、７０周年の記念の一つの大

きな集大成としてやっていくのは、いろんなことがあると思いますけれども、７０

周年事業としての計画はこれからいろいろと進めていきたいと思いますので、その

都度その都度、御報告はさせていただきたいと思うんですけど、また御意見も頂戴

いたしたく思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○濵中副委員長  市長、これ、まだ建設課が次ですので、あれなんですけれども、

南インターのほうの予算が建設課で上がっておると思うんです。だけど、これ、以

前からこの高速道路のこのインターに関しましては、尾鷲市のゲートウエーという

ふうに名づけたこともありますので、建設課だけではなくて、商工のほうにもきち

っと関わっていただいて、皆さんをお出迎えする場所という意識でお願いしたいと

思うんですけれども。 

○加藤市長  確かに予算計上のほうにつきましては、運営費という形の中でどこ

かが予算計上する、これは、要するに国交省の絡みとして建設課が予算計上して、

これについてはまた後ほど説明させていただきたいと思うんですけれども。 

 あの場所は建設だけじゃないんですよね。それは防災関連の施設というようなこ

とには、防災は全然絡んできます。ほいで、交流人口を高めるがためには、商工観

光というのは非常に重要でございます。やはりうまくやっぱり子供たちの居場所づ

くりということについても非常に生涯学習課が。 

 だから何度も、私の考え方は、ただ単に管理しているところがそれだけで事業を

やるんじゃなしに、私はもう常に横断的に、これは絶対やっていきたいと。私とし

ては、来年度の主要課題の大きな一つとして、南インターチェンジのあそこのとこ

ろの防災、どうやって活性化するかということは非常に重要な案件であると思いま

すので、それについてはきちんとした横断的な議論ができるような形で、それぞれ

が協力した形の中できちんと活性化していきたいと、このように考えておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

○濵中副委員長  他にございませんか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○濵中副委員長  そうしましたら、報告事項が３件ほどございますので、続けて

説明を求めます。 

○森本商工観光課長  それでは、報告事項をさせていただきます。 
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 今年度に、地方創生臨時交付金により事業化された２事業及び夢古道おわせの料

金改定につきましての御報告をさせていただきたいと思います。 

 内容につきまして、担当のほうから御説明をさせていただきます。 

○柳田商工観光課長補佐兼係長  それでは、今年度実施いたしました地方創生臨

時交付金による尾鷲市販路開拓支援補助金を報告させていただきます。 

 委員会資料９ページを御覧ください。通知いたします。 

 本事業は、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い需要が落ち込んだ商品やサー

ビスに対して、需要の掘り起こしや新規販路開拓につながる事業を支援するために

補助金を交付し、地域活性化に貢献するというものでございます。 

 対象事業は、本市の中小企業及び個人事業主とし、補助率２分の１、上限は２０

万円で、令和４年度は１０件、２００万円を予定しておりました。 

 結果、２０万円に満たない申請もあったことから１４件の申請を受け付け、広

告・販促物の作成や展示会への出展費用などに補助金を交付いたしました。特に、

ホームページの作成やネット販売関連の申請が８件ございました。 

 これまでに本市とは関わりのなかったような事業者様や想定していなかった分野

からの相談を受け、関係性を築くことができました。 

 さらに、新商品やパッケージデザインの製作、本市への交流人口の増加など、さ

らに多くの成果が現れてきており、この制度が非常に有益であったということが明

らかになっております。 

 尾鷲市販路開拓支援補助金に関しましての報告は以上です。 

○世古商工観光課係長  続きまして、「尾鷲でおりて、尾鷲でぶらり」事業につ

いて説明いたします。 

 次ページを御覧ください。 

 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、実施いたしました

「尾鷲でおりて、尾鷲でぶらり」事業について報告いたします。 

 本事業は、新型コロナウイルス感染症により屋外アクティビティーに注目が集ま

っていることから、世界遺産熊野古道馬越峠まち歩きツアーや本市を訪れた方に市

内で利用できるクーポン券を配布することで、地域経済の活性化を図ることを目的

としております。 

 尾鷲観光物産協会が実施主体となり、具体的には、市内６０店舗で利用可能なク

ーポン券配布と世界遺産熊野古道まち歩きツアーの二つを取り込みました。 

 実施期間は、令和４年９月１０日から令和５年１月３１日までで、世界遺産熊野
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古道馬越峠まち歩きツアーは、尾鷲セラピストが案内し、１１月１５日には松阪市

と伊勢市から２名、１２月６日には東京都、和歌山県、佐賀県から４名の方の参加

がありました。 

 クーポン券につきましては、尾鷲観光物産協会のツイッターをフォローし、アン

ケートにお答えいただいた日帰りの方には１,０００円、宿泊の方には３,０００円

を配布いたしました。 

 配布枚数は、１,０００円券が９６枚、３,０００円券が３４４枚、配布額面がそ

れぞれ９万６,０００円、１０３万２,０００円の計１１２万８,０００円となり、

そのうち換金された額が１０９万２,０００円となりました。 

 なお、アンケートは現在取りまとめ中であり、今後検証してまいりたいと考えて

おります。 

 続きまして、夢古道の湯利用料金改定について報告いたします。 

 次ページを御覧ください。 

 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、夢古道おわせなど入浴施設への入り込

み客数が減っておりますが、夢古道おわせでは、ＳＮＳなど情報発信や来館者を増

やす事業を実施することで回復傾向に転じてきてはいるものの、いまだコロナ禍前

の状況には戻っておりません。 

 世界的な情勢不安により物価が上昇し続けており、光熱費の高騰は入浴施設であ

る夢古道おわせに多大な影響を及ぼしております。 

 こうした状況から今回料金を改定し、さらに経費削減や新規顧客の獲得など集客

への取組、また、関係する団体とも連携を図りつつ、夢古道おわせの安定的な運営

を目指すものでございます。 

 料金改定の内容ですが、資料の表にお示ししましたとおり、平日料金、土日祝繁

忙期料金ともに、４歳未満を除き、５０円の値上げをさせていただくものでござい

ます。 

 回数券については、一般で、改定前には１万円で２２枚、１枚当たり４５５円の

ものが、改定後１万１,０００円で２０枚、１枚当たり５５０円となります。高齢

者で、改定前が１万円で２４枚、１枚当たり４１７円のものが、改定後１万１,０

００円で２２枚、１枚当たり５００円となります。 

 料金改定の時期につきましては、令和５年５月１日からとさせていただきます。 

 報告は以上です。 

○濵中副委員長  報告案件でございますが、確認などございましたら挙手をお願



－１９－ 

いします。 

○南委員  報告案件ということで、この料金改正なんですけど、夢古道の湯の、

これは上限１,２００円って条例で決めていました。 

○森本商工観光課長  条例上は１,０００円で上限を決めております。 

○南委員  分かりました。結局、１,０００円以内であれば条例改正しなくても、

市長が承認と議会のほうへ一応報告するという形の下でアップができるんですけれ

ども。この金額を上げることによって、年間どれほどの収入になるの、増額。 

○森本商工観光課長  想定でございますが、２００万程度というふうに推算はか

けておるんですけれども、入り込み人はちょっと上下いたしますので、そういった

形で計算をさせていただいております。 

○南委員  増額が２００万とすると、じゃ、元が、例えば３,８００万やとか、ど

れ、元の数字が大体見込みで幾らになるんですか、そうすると。 

○森本商工観光課長  令和３年度が５,４００万程度ではないかというふうにちょ

っと聞いておりまして、それが２００万円ほど上がるんじゃないかというふうに想

定しております。 

○南委員  もう思ったより結構上がっておるんですけれども、５,４００万も上が

るんかなという気がするんですけれども。 

 以前、ああ、そうか、以前のときは安かったんやな。以前は、例えば７万３,０

００人が入って、風呂の売上げで、３,０００万程度という数字をはじいています

ので、恐らく今５万人は入らないと思うんです。それはそれで、もう細かい話は結

構でございます。 

 ただ、これ、あまりにも周知期間が短くない。５月１日からなんて。ある程度、

僕、この料金を上げるのもいろんな口頭で致し方ないのかなという思いがするんで

すけれども、逆に、料金を上げることによって、平日の地元の方が減るんじゃない

のかなという一抹の心配もあります。 

 １点だけ、提案をさせていただきたいんですけれども、この場で。 

 例えば天文科学館なんか、入場券って広報のところへ張りつけていて、市民の優

待券ということで切り取りを持っていったら。優待券なんですけれども、夢古道の

場合なんかもこの優待券みたいなのを作って、切っていったら、これを持っていっ

たらもう５００円ですよというような、そういった僕はアイデアもあっていいんじ

ゃないのかなと思いますので、一つ、市長のほうへ提案だけさせていただきたいと

思います。 
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○加藤市長  諸物価高騰の折、あるいはエネルギーの高騰というようなことで、

要するに何とか財政運営ということをきちんとやるがためには、５０円値上げとい

うことはもうやむを得ないんじゃないかなとは思っているんですけれども。 

 その辺の還元、市民の方に還元するというようなことは、御指摘のとおり、その

辺のところは十分検討していきたいなと。しかし、取ったら予算はないんやな。ち

ょっと予算が。 

 確かに、それは考えなきゃならないことだと思いますので、ちょっと検討はさせ

ていただきたいと思っております。 

○森本商工観光課長  周知期間が大変短く、大変申し訳ないと思っております。

しっかりと皆様にお伝えできるような形で周知のほうは努めさせていただきたいと

思いますし、リピーターのほう、市民の皆様のリピーターにつながるように、それ

が離れていかないような形でしっかりと進めていきたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

○南委員  お願いします。 

○濵中副委員長  課長、結構よそからも来てくれておるので、ホームページの更

新がどういうふうに、以前、ちょっと更新が甘いのではないかという指摘をさせて

もらったことがあるんですけれども、これも更新を頻繁にすることによって、見て

いただく方が増えてきますので、その辺りの今の現状と、それから、これから更新

についての市からのアドバイスなんかを心がけていただきたいかなと思うんですけ

れども、その辺り、今、商工のほうは結構頻繁に夢古道と連携を取ってもらってお

るのは確認できておるんですけど、その辺りの様子が報告できればお願いしたいん

ですけど。 

○森本商工観光課長  夢古道のほうとはしっかりと協議は進めております。月１

の内部監査のほうにも我々としては立会いの下、いろんなことについて共有できる

ような形をしっかりと整えております。 

 その中で、やはり入り込み客数の話題が上ります。その際に、先ほどのこの料金

改定の話でもそうでございますし、イベントの話でもそうでございます。そういっ

たことはしっかりと昨年から進めておりますので、その点、十分進めておるところ

でございまして、ホームページのほう、こちらのほうもやはり御指摘の部分はある

かというふうに私も考えておりまして、ＳＮＳ、ホームページ、我々のホームペー

ジもしっかり活用した上で進めていきたいというふうに考えております。 

○中里委員  先ほどの南委員の市民に対してのクーポン券など、私もちょっと似



－２１－ 

たようなことを思っていたので、ぜひ検討していただきたいなと思うんですが。 

 回数券なんですけれども、こちらちょっと土日、今後使えなくなると伺っている

んですけど、合っていますか。 

○森本商工観光課長  皆様に御不便をかけておるものですけれども、土日を除く

という形で運営しておるというふうに聞いております。 

○中里委員  理由を教えていただけませんか。 

○森本商工観光課長  回数券につきまして、なかなか定額のほうでさせていただ

いたところがございまして、なかなか入り込み客数、売上げが伸びない中で御不便

をかけるということなんですけれども、運用のほうをちょっと変えさせていただき

たいというふうに伺っておったところでございます。 

○中里委員  でしたら、やはりなおさら、回数券だともう顧客のリピーターの方

だと思うので、ぜひ何かしらの形で還元していただきたいなと思っております。 

○森本商工観光課長  今、先ほどの委員の皆様の御意見でしっかり受け止めた上

で、指定管理者とともにずっと進めさせていただきたいというふうに、検討させて

いただきたいというふうに考えております。 

○濵中副委員長  他にございますか。よろしいですか。 

 それでは、商工観光課の審査を終わり……。 

○森本商工観光課長  すみません。ちょっと少し。今、中里委員さんからのちょ

っと御質問のちょっと訂正させてください。 

 先ほどの土日の部分でございますけれども、５月の料金改定に伴って、土日も全

部、全日対応という形で進めさせていただきたいというふうに思っておりますので、

よろしくお願いいたします。申し訳ございません。 

○濵中副委員長  改定後はということですね。 

 よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○濵中副委員長  そうしましたら、商工観光課に係る審査を終了いたします。 

 ここで休憩を取ります。再開は１１時１５分とさせていただきます。 

（休憩 午前１１時０３分） 

 

（再開 午前１１時１５分） 

○濵中副委員長  休憩前に引き続き行政常任委員会を再開いたします。 

 建設課の説明をいただきます。 
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 議案第１２号、１３号の条例改正について、二つ続けてお願いいたします。 

○塩津建設課長  それでは、議案第１２号、尾鷲市普通河川管理条例及び尾鷲市

法定外公共物管理条例の一部改正について御説明いたします。通知いたします。 

 議案書の４６ページを御覧ください。 

 まず、改正理由につきましては、これまで両条例においては占用料の徴収方法や

徴収期限が明文されていなかったため、徴収の方法及び納入期限を定める条文を統

一して明記するため、今回、条例の一部を改正するものでございます。 

 次に、改正内容について御説明いたします。通知いたします。 

 令和５年度第１回尾鷲市議会定例会条例一部改正（案）新旧対照表の５６ページ

を御覧ください。 

 尾鷲市普通河川管理条例の一部改正につきましては、第８条第２項に「占用料等

は、許可の日から１か月以内に納入通知書により徴収する。ただし、当該占用の期

間が翌年度以降にわたる場合においては、翌年度以降に係る占用料等は、毎年度、

当該年度分を４月３０日までに徴収する」との一文を追加するものでございます。 

 次ページを御覧ください。 

 尾鷲市法定外公共物管理条例の一部を改正する条例につきましては、第６条第３

項について、「占用料は、各年度の当初に徴収するものとし、最初の年度に係る占

用料については許可の際に徴収する」としていたものを「占用料は、許可の日から

１か月以内に納入通知書により徴収する。ただし、当該占用の期間が翌年度以降に

わたる場合においては、翌年度以降に係る占用料は、毎年度、当該年度分を４月３

０日までに徴収する」と改めるものでございます。 

 議案第１２号に係る説明については以上でございます。 

 続きまして、議案第１３号、尾鷲市宅地開発事業の基準に関する条例の一部改正

についてを説明いたします。通知します。 

 議案書の４８ページを御覧ください。 

 まず、改正理由につきましては、宅地造成等規制法の一部を改正する法律が令和

４年５月２７日に公布され、従来の宅地造成等規制法の名称が宅地造成及び特定盛

土等規制法となったことから、法律名を引用している箇所について、条例の一部を

改正するものでございます。 

 次に、改正内容について御説明いたします。通知いたします。 

 条例一部改正（案）新旧対照表の５８ページを御覧ください。 

 別表、設計基準（第５条関係）のうちの４において、これまでは「宅地造成等規
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制法施行令」としていたものを今回の法改正により施行令の名称も変更となったこ

とから、「宅地造成及び特定盛土等規制法施行令」とするものでございます。 

 次ページを御覧ください。 

 備考のうち、「宅地造成等規制法」としていたものを同様に、「宅地造成及び特

定盛土等規制法」と改めるものでございます。 

 以上で、建設課に係る議案第１２号、尾鷲市普通河川管理条例及び尾鷲市法定外

公共物管理条例の一部改正について、並びに議案第１３号、尾鷲市宅地開発事業の

基準に関する条例の一部改正についての説明を終わります。よろしく御審議いただ

き、御承認賜りますようお願いいたします。 

○濵中副委員長  説明をいただきました。 

 まず、１２号について御質問のある方、挙手をお願いいたします。 

 よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○濵中副委員長  そうしたら、１３号についての御質問のある方、よろしいです

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○濵中副委員長  そうしたら、第１９号の補正の説明を求めます。 

○塩津建設課長  それでは、議案第１９号、令和４年度尾鷲市一般会計補正予算

（第１４号）の議決についてのうち、建設課に係る予算について説明いたします。 

 歳入から説明させていただきます。通知いたします。 

 補正予算書の１４、１５ページを御覧ください。 

 １４款国庫支出金、２項国庫補助金、５目土木費国庫補助金につきましては、補

正前の額４,９５２万９,０００円に対しまして、補正額４７６万８,０００円を減

額し、４,４７６万１,０００円とするものです。内容は、１節道路橋梁費補助金４

７６万８,０００円の減額で、これは交付額の決定により、防災・安全交付金が減

額となったためでございます。 

 補正予算書の１６、１７ページを御覧ください。次ページでございます。 

 １５款県支出金、２項県補助金、５目土木費県補助金につきましては、補正前の

額１,２８１万２,０００円に対しまして、補正額８４７万２,０００円を減額し、

４３４万円とするものでございます。内容は、１節土木費補助金８４７万２ ,００

０円の減額です。これは地籍調査補助金について県からの補助金が２７７万８,０

００円で確定したため、８４７万２,０００円の減額となったものでございます。 
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 次に、３項委託金、３目土木費委託金につきましては、補正前の額４８６万４,

０００円に対しまして９３万２,０００円を減額し、３９３万２,０００円とするも

のです。財源内訳は１節港湾費委託金９３万２,０００円の減額です。内容は、尾

鷲港港湾運営施設清掃業務委託金５０万５,０００円の減額、尾鷲市海岸清掃業務

委託金４２万７,０００円の減額で、県からの委託金の額の確定によるものでござ

います。 

 続きまして、歳出について御説明いたします。通知いたします。 

 補正予算書の３６、３７ページを御覧ください。 

 ７款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費につきましては、補正前の額４,

７４６万３,０００円に対しまして、補正額１,０９０万６,０００円を減額し、３,

６５５万７,０００円とするものです。財源内訳は国県支出金が８４７万２,０００

円の減額、一般財源が２４３万４,０００円の減額でございます。内容は、地籍調

査事業の１２節委託料１,０９０万６,０００円の減額です。これは地籍調査事業の

県補助金額の確定に伴い、地籍調査業務委託料として１,０９０万６,０００円を減

額するものでございます。 

 ２項道路橋梁費、２目道路維持費につきましては、補正前の額１億１,４６５万

円に対しまして、補正額８１７万５,０００円を減額し、１億６４７万５,０００円

とするものでございます。財源内訳は国県支出金が４７６万８,０００円の減額、

地方債が３２０万円の減額、一般財源２０万７,０００円の減額でございます。内

容につきましては、工事請負費８１７万５,０００円の減額でございます。これは

道路メンテナンス事業のうち、交付額の決定により減額するものでございます。 

 詳細につきましては、担当主幹より御説明いたします。 

○岡田建設課主幹兼係長  通知します。委員会資料１ページを御覧ください。 

 この資料は、国への交付申請を行う道路メンテナンス事業の橋梁に関する一部資

料であります。 

 赤字部分ですが、次年度予定の基本橋梁の橋梁設計を前倒しし、交付額内で全額

利用できるように変更した申請資料でございます。 

 続きまして、委員会資料２ページを御覧ください。 

 同じく道路メンテナンス事業のトンネル工事につきましては、減額により、今年

度完成を見込んで計画していたトンネル工事の延長を減工し、変更申請資料とした

ものでございます。国からの交付金を全額利用できるよう精査対応してまいります。 

 説明は以上となります。 
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○塩津建設課長  それでは、通知させていただきます。 

 続きまして、補正予算書の３８、３９ページを御覧ください。 

 ３項河川費、２目砂防費につきましては、補正前の額１,６００万円に対しまし

て、補正額５００万円を増額し、２,１００万円とするものでございます。財源内

訳は地方債４５０万円の増額、一般財源５０万円の増額です。内容は、砂防事業の

１８節負担金、補助及び交付金５００万円の増額でございます。これは事業主体で

ある県におきまして、現在、市内二つの地区において急傾斜地崩壊対策事業を進め

ていただいておりますが、早期に事業効果の発現を図るため、事業量を増加し対応

していただいたことにより、本市の負担金も増額となったものでございます。 

 次に、４項港湾費、１目港湾管理費につきましては、補正前の額１,２１２万６,

０００円に対しまして、補正額９３万２,０００円を減額し、１,１１９万４,００

０円とするものでございます。財源内訳は国県支出金９３万２,０００円の減額で

す。内容につきましては、１２節委託料の港湾整備維持補修費９３万２,０００円

の減額で、尾鷲港港湾運営施設清掃業務委託金５０万５,０００円の減額、尾鷲市

海岸清掃業務委託金４２万７,０００円の減額でございます。 

 次に、５項都市計画費、２目街路事業費につきまして、補正前の額５,８９６万

８,０００円に対しまして、補正額４８３万３,０００円を減額し、５,４１３万５,

０００円とするものでございます。財源内訳は地方債４８０万円、一般財源３万３,

０００円の減額でございます。内容につきましては、一般街路整備事業の１８節負

担金、補助及び交付金４８３万３,０００円の減額です。これは、現在、事業主体

である県におきまして都市計画道路尾鷲港新田線整備事業を進めていただいており

ますが、今回の減額につきましては、事業費の精算により、本市の負担額も減額と

なったものでございます。 

 通知いたします。 

 補正予算書８ページを御覧ください。 

 第２表繰越明許費補正でございます。 

 まず、７款土木費、２項道路橋梁費、事業名、橋梁長寿命化修繕事業の繰越しに

つきましては、防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策により事業箇所

を増加し対応したことにより、今年度中に事業の完成が見込めなくなったため、１,

７１５万４,０００円を令和５年度に繰り越し、事業を早期に完成させることで、

ストック効果の発現を図りたいと考えたものでございます。 

 次に、３項河川費、事業名、急傾斜地崩壊対策事業の繰越しにつきましては、事
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業主体である県において、国からの補正予算の確保を行っていただいた結果、今年

度中に事業の完成が見込めなくなったため、負担金１,００３万円を令和５年度に

繰り越すものであります。 

 なお、事業実施地区としましては、宮ノ上地区と坂場地区となっております。 

 詳細につきましては、担当主幹より説明いたします。 

○岡田建設課主幹兼係長  通知します。資料３ページを御覧ください。 

 急傾斜地崩壊対策事業に係る尾鷲市負担金が確定した本年度事業費並びに繰越明

許費に係る一覧でございます。 

 表の上段、左から右に地区名から見ていただきますと、三重県事業費、尾鷲市負

担金として区分けして、令和４年度当初、令和４年度変更額、年度割、補正増額と

記載しております。 

 国の交付金事業については１０％の負担率、県単独事業については２０％の負担

率となりますが、今年度は国の交付金事業のみとなります。 

 今回の補正につきましては、令和４年度当初予算といたしまして、三重県事業費、

令和４年度当初９,６００万円プラス６,４００万円の合計として１億６,０００万

円、それに対して、右側、本市の負担金合計額として１,６００万円を計上してお

りましたが、三重県が事業推進のため、国への補正申請を含め予算確保を行ってい

ただいた結果、補正増額分９００万円の交付金が増額となり、令和４年度２地区の

事業進捗と合わせて、三重県事業費総合計として２億１,０００万円となり、その

右側の尾鷲市負担金は、当初予算１,６００万円から５００万円増の２,１００万円

と増額するものです。 

 そのうち今年度分としましては、資料右下側になります、尾鷲市負担金今年度支

払い分合計として１,０９７万円、残りの差額につきましては、令和５年度への繰

越明許費とし、尾鷲市負担金１,００３万円を補正を行うものでございます。 

 繰越し理由としましては、工事範囲の調整及び変更補正予算決定が１月であった

ことと、工事の標準工期の確保が困難となったためであります。 

 工事内容として、宮ノ上地区は吹きつけのり枠工を今年度から来年度に継続して

施工を行い、坂場４地区につきましても、同じく吹きつけのり枠工を今年度から来

年度にかけ、継続して施工を行います。 

 続く資料４、５ページは、宮ノ上地区と坂場４地区の工事箇所をつけさせていた

だきました。 

 説明は以上となります。 
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○塩津建設課長   以上で、議案第１９号、令和４年度尾鷲市一般会計補正予算

（第１４号）に係る建設課の説明を終了いたします。よろしく御審議いただき、御

承認賜りますようお願いいたします。 

○濵中副委員長  説明は以上でございます。 

 質問のある方。 

○中村委員  この地籍調査が、３７ページの地籍調査が、これ、１,０００万減っ

ているんですけれども、これ、たしか去年も減らしていたと思うんですけれども、

地籍調査、これ、全くされない理由は何ですか。 

○塩津建設課長  一応、こちらの申請に対する県の交付決定の額がこの金額だっ

たということで、申請はしているんですが、県のほうからの予算がなかなかつかな

いというような状況でございます。 

○中村委員  自主的に予算をつけてする気は全くないということですか。 

○塩津建設課長  市の単独費として行う予定はございません。 

○中村委員  市長にお尋ねしたいんですけれども、地籍調査というのが、すごい、

どれだけ大事なことかという認識はされておられますか。 

○加藤市長  認識はしております。 

○中村委員  どうして県が予算、これ、国費も入るんですけれども、予算が立た

ないからといって、市単独ででも、し始めへん限り、どんどん、これ、予算もらえ

ないんですよ。 

 ほかの県では、急激に地籍調査の率が伸びているところもいっぱいあります。で

も、三重県低い、尾鷲もっと低いみたいなところで、本当に南海トラフに対して危

機感って持っておられるのかが心配なんですけれども、そこのところはどうですか。 

○加藤市長  当初から地籍調査については、委員の皆様方にも御報告させていた

だいているとおり、きちんとした計画どおり、スケジュールどおりの調査を進めて

おります。 

○中村委員  それは県が行う道路に対する地籍調査であって、市独自の地籍調査

が去年も今年もないということやったんですよ。計画どおり行われていますという

のは、一体どういう回答ですか。 

○塩津建設課長  県のほうの予算のつき方によって進捗はなかなかないですが、

一応計画は立てて来年度以降もやっていく予定で、一歩ずつ、進みは遅いですが、

着実に進めていきたいと考えております。 

○中村委員  いえいえ、一歩も進んでいないからお尋ねしているんですよ。一歩
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ずつ進めていっている、どこが進んでいるのか、実際の面積として示していただけ

ますか。県の道路に附属した地籍調査ではなく、市独自の地籍調査がどれだけ計画

的に進んでいるのかをお示しください。 

 委員長、これ、資料として提出するように求めます。 

○濵中副委員長  市の地籍調査の計画図って出せますか。 

○塩津建設課長  市独自の地籍調査につきましては行っておりませんが、今現在、

行ってきた地籍調査の進捗については資料としてお示しできると思いますので、ま

た提示させていただきます。 

○中村委員  当初から何回も、一般質問でもお尋ねしているんですけれども、そ

のときの回答が、市独自で、ここが終わったら次はみたいなことを毎回返事してい

ただくんですけれども、県の県道に附属した地籍調査じゃなく、市が市街地から始

めて、地籍調査がなぜ必要なのかというのが、復興のために絶対必要なことなのが

分かってみえるんやったら、市独自の計画を持って、市独自で予算を立ててやって

いくべきやと思うんですけれども、毎回、これ、県が予算がないからゼロ、県の予

算がないからゼロ、そんなことで、実際、防災、事前復興とかの意味というのが本

当に分かっておられますか、市長。 

○加藤市長  県の実態がそうでございますから、取りあえず、一応、県の事業で

我々としてはどれだけの負担をするかというような形で今進めておりますので。で

すから、県のほうが、おっしゃるように、当初、今回１,０９０万ほど下げてきた

というようなことで。 

 ただ、令和５年度からきちんと、計画というのはきちんと立っていますからね。

その辺のところはちょっと担当課長のほうから説明させますわ。どういう形で地籍

調査をやる計画があるのかということについて説明させますので、よろしくお願い

いたします。 

○塩津建設課長  これはまた当初予算のほうでの説明になるんですが、来年度以

降の地籍調査につきましては、天満の古里地区と、あと港町、朝日町地区の、以前、

一般質問でもお答えさせていただいたところの部分を予定しております。 

 これは県事業に付随してのものではなしに市独自の計画で、ただ、国県からの補

助金はどうしてもやっぱり頂きませんと、市の単費で進めていくのはなかなか難し

いものですから、そういうふうな申請はしてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○中村委員  市単独で仕事をし始めへん限り、いつまでたっても県も国もくれな
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いですよ。そうやから、市単独の事業を始める気がないんやったら、地籍調査をた

だ毎回出します、でも、手を挙げたけどくれませんでした、できません、そんなん

言うていたらきっといつまでたってもできないと思うんですよ。 

 ちゃんと、去年も２回目言っていると思うんですけれども、分かりました、去年

のことについては、予算を立てていなかったというのか、市単独でやる気がなかっ

たけど、令和５年からは市単独でされるつもりやけど、また県がお金くれへんかっ

たらしませんということですね。 

○濵中副委員長  当初予算のところでの御説明を待ってよろしいですか。 

 他にございますか。 

○加藤市長  さっきから、市がやる気がないとかどうのこうの言っていますけど、

それは大きな間違いだと思っていますよ。 

 我々は地籍調査については、県と連携しながら地籍調査を進めているというよう

な状況ですから、その辺のところを十分御理解いただきますようお願いいたします。 

○濵中副委員長  地籍調査については、当初予算のほうで詳細を求めますので。 

 他にございますか、補正予算の。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○濵中副委員長  そうしましたら、議案第１４号、令和５年度尾鷲市一般会計予

算の議決についての説明を求めます。 

○塩津建設課長  それでは、議案第１４号、令和５年度尾鷲市一般会計予算書及

び予算説明書に基づき、建設課に係る予算について説明いたします。 

 歳入から説明させていただきます。通知いたします。 

 予算書の２２、２３ページを御覧ください。よろしいでしょうか。 

 １３款使用料及び手数料、１項使用料、６目土木管理使用料につきましては、本

年度予算額２,１５６万９,０００円で、前年度予算額２,１６６万６,０００円に対

しまして、９万７,０００円の減額でございます。 

 主な内容としましては、２節道路橋梁使用料の道路等占用料７４９万５,０００

円と、すみません、次ページを御覧ください、３節河川使用料として河川等占用料

の８０万９,０００円、５節住宅使用料の１,３２３万２,０００円については、現

年度分１,２３２万６,０００円と過年度分の９０万６,０００円でございます。 

 続きまして、２項手数料、４目土木手数料につきましては、証明関係等の手数料

として本年度予算額１,０００円で、前年度の予算額と同額でございます。 

 予算書の２８、２９ページを御覧ください。 
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 １４款国庫支出金、２項国庫補助金、５目土木費国庫補助金につきましては、本

年度予算額４,１８０万６,０００円で、前年度予算額４,９５２万９,０００円に対

しまして、７７２万３,０００円の減額です。内容としては、１節道路橋梁費補助

金の道路メンテナンス事業補助金３,８８４万１,０００円、２節住宅費補助金の住

宅・建築物耐震改修等事業補助金２９６万５,０００円でございます。 

 予算書の３０、３１ページを御覧ください。 

 １５款県支出金、２項県補助金、５目土木費県補助金につきましては、本年度予

算額１,２４７万４,０００円で、前年度予算額１,２８１万２,０００円に対しまし

て、３３万８,０００円の減額でございます。内容としましては、１節土木費補助

金１,２４７万４,０００円で、内訳としましては、建築基準法施行事務取扱市町村

交付金２万５,０００円、三重県木造住宅耐震補強補助金２６１万７,０００円、地

籍調査補助金９８３万２,０００円でございます。 

 予算書の３２、３３ページを御覧ください。 

 ３項委託金、３目土木費委託金につきましては、本年度予算額４８６万４,００

０円で、前年度予算額と同額でございます。内容としては、１節港湾費委託金４８

６万４,０００円で、内訳としましては、賀田港三木里港港湾統計調査委託金６万

４,０００円、尾鷲港港湾施設清掃業務委託金１８０万円、尾鷲市海岸清掃業務委

託金３００万円でございます。 

 予算書の３６、３７ページを御覧ください。 

 ２０款諸収入、５項雑入、１目雑入につきましては、２節総務費雑入のうち建設

課分は、水道管埋設に伴う舗装復旧金１０万円と、次ページ御覧ください、コピー

使用料の１,０００円でございます。 

 次に、６節土木費雑入７万円につきましては、防犯カメラ等電気使用料として、

公園防犯カメラの設置事業者からの６万９,０００円等を計上してございます。 

 続きまして、歳出について説明いたします。通知いたします。 

 予算書の１２８、１２９ページを御覧ください。よろしいでしょうか。 

 ４款衛生費、４項下水道費、１目下水道整備費につきましては、本年度予算額１,

３８５万円で、前年度予算額２３５万円に対しまして、１,１５０万円の増額でご

ざいます。財源内訳はその他特定財源６３０万円、一般財源７５５万円でございま

す。内容は下水道整備事業１,３８５万円でございます。内訳は、１０節需用費１

３５万円で、これは市内各所の下水路の修繕料となります。１１節役務費１００万

円で市内下水路の修繕等の手数料となります。１２節委託料５５０万円につきまし
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ては、朝日町地内下水路測量設計業務委託でございます。 

 次ページ、１３０、１３１ページを御覧ください。 

 設計等業務委託料で、これは朝日町地内の下水路測量設計業務委託でございます。

１４節工事請負費６００万円は、中川・矢ノ浜幹線下水路のしゅんせつ工事でござ

います。 

 通知いたします。 

 予算書の１５８、１５９ページを御覧ください。 

 ７款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費につきましては、本年度予算額４,

６８８万１,０００円で、前年度予算額４,６６６万２,０００円に対しまして、２

１万９,０００円の増額でございます。財源内訳は国県支出金９８３万２,０００円、

その他特定財源３,０００円、一般財源３,７０４万６,０００円でございます。 

 予算書の１６０、１６１ページを御覧ください。 

 内容は、土木総務一般事務費４８５万９,０００円でございます。 

 内訳は、１節報酬２万７,０００円で、尾鷲港濁水問題協議会学識経験者２名の

委員報酬でございます。８節旅費４７万７,０００円で、普通旅費等でございます。

１０節需用費８５万５,０００円で、消耗品費と建設課が管理しております公用車

の燃料費及び公用車の車検に伴う修繕料でございます。１１節役務費３３万７,０

００円で、主なものとしましては、登記手数料２０万円でございます。１２節委託

料２０万円は、境界確定等に係る測量業務の委託料でございます。１３節使用料及

び賃借料１２０万２,０００円、これは複合機使用料２８万８,０００円及び土木積

算システムの利用料９１万４,０００円でございます。１８節負担金、補助及び交

付金１３２万３,０００円で、主なものとしましては、紀勢自動車道建設促進三重

県期成同盟会会費２８万円、三重県社会基盤整備協会会費８４万３,０００円など

でございます。２５節公課費３万８,０００円で、建設課公用車の自動車重量税で

ございます。 

 次に、地籍調査事業１,３１５万２,０００円でございます。内訳は、８節旅費２

２万４,０００円で、普通旅費でございます。１０節需用費６万円は、事務消耗品

費でございます。１１節役務費５８万９,０００円は、関係地権者への通信運搬費

でございます。１２節委託料１,２２３万７,０００円は、地籍調査業務の委託料で

ございます。 

 予算書の１６２、１６３ページを御覧ください。 

 １８節負担金、補助及び交付金４万２,０００円は、関係する協議会等への負担
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金となっております。 

 詳細につきまして、担当課長補佐より説明いたします。 

○山中建設課長補佐兼係長  それでは、通知させていただきます。 

 主要施策の予算概要７５ページを御覧ください。 

 それでは、地籍調査事業につきまして御説明いたします。 

 事業の内容といたしましては、旅費２２万４,０００円、事務消耗品費６万円、

通信運搬費５８万９,０００円、地籍調査業務委託料１,２２３万７,０００円、負

担金４万２,０００円の合計１,３１５万２,０００円でございます。財源内訳とい

たしましては、県支出金９８３万２,０００円、一般財源３３２万円、県支出金９

８３万２,０００円は地籍調査補助金です。 

 通知をいたします。 

 すみません、資料６ページになります。 

 令和５年度に事業を実施する天満地区の予定位置図でございます。天満地区につ

きましては、今年度と同様の地区になりますが、古里ノ上地区について、立会い済

みの箇所の範囲内においての地籍測定、地籍簿案の作成を行うとともに、閲覧、訂

正作業を実施する予定でございます。 

 次ページを御覧ください。 

 こちらのほうが、港町、南浦字海岸通地区の位置図でございます。港町、南浦字

海岸通地区につきましては、調査を行うための土地情報、登記簿などの資料の収集

及び素図の作成を行う予定でございます。 

 地籍調査事業につきましての説明は以上となります。 

○塩津建設課長  それでは、通知いたします。 

 予算書の１６２、１６３ページを御覧ください。 

 ２項道路橋梁費、１目道路橋梁総務費につきましては、本年度予算額２,５６４

万円で、前年度予算額２,４５１万円に対しまして、１１３万円の増額でございま

す。財源内訳は一般財源が２,５６４万円です。内容は道路橋梁管理費９３６万１,

０００円、内訳は、１０節需用費８９万５,０００円で、これは街路灯やトンネル

照明等に係る光熱水費８４万５,０００円と地下道防犯システムに係る修繕料５万

円でございます。１２節委託料７７８万８,０００円につきましては、道路法の規

定に基づく道路台帳更新業務委託料でございます。道路台帳につきましては、令和

４年度より６か年で、道路台帳のデジタル化整備を行っております。１３節使用料

及び賃借料２３万８,０００円は、国道４２号横断地下道の防犯カメラ回線使用料
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でございます。１７節備品購入費４４万円は、道路台帳のデジタル化に伴う閲覧用

パソコンの購入費でございます。 

 ２目道路維持費につきましては、本年度予算額１億３２０万円で、前年度予算額

１億１,４６５万円に対しまして１,１４５万円の減額でございます。財源内訳は国

県支出金が３,８８４万１,０００円、地方債が２,０１０万円、その他特定財源が

１,９５９万５,０００円、一般財源が２,４６６万４,０００円でございます。内容

は道路維持費１億３２０万円でございます。内訳は、１０節需用費１,１２０万円

で、消耗品費と尾鷲市市内各所の道路修繕料でございます。１１節役務費６００万

円は、道路除草、道路清掃作業手数料でございます。１２節委託料２,１００万円

は、橋梁の法定点検業務委託料９００万円と長寿命化修繕計画策定業務委託料８０

０万円、長寿命化修繕計画に伴う設計業務委託料４００万円でございます。１４節

工事請負費６,５００万円は、市内各所舗装工事２,０００万円と橋梁修繕工事４,

５００万円でございます。 

 詳細につきましては、担当主幹より説明いたします。 

○岡田建設課主幹兼係長  通知します。 

 主要施策の予算概要７６ページを御覧ください。 

 それでは、道路維持事業につきまして説明いたします。 

 主な事業内容としましては、需用費１,１２０万円として市内各所道路修繕にな

ります。役務費６００万円の内訳は、道路除草、道路清掃作業等が６００万円にな

ります。委託料２,１００万円の内訳としまして、橋梁法定点検業務委託料９００

万円、橋梁長寿命化修繕計画策定業務委託料８００万円、橋梁長寿命化修繕計画に

伴う設計業務委託料４００万円でございます。工事請負費６,５００万円の内訳は、

市内各所舗装工事２,０００万円、三木浦町、宮ノ上町ほかの舗装工事を予定して

おります。橋梁修繕工事として５橋、４,５００万円を予定しております。 

 合計の事業費としましては１億３２０万円となり、財源内訳としましては、国庫

支出金として道路メンテナンス事業補助金３,８８４万１,０００円、その他特定財

源として３,９６９万５,０００円と、内訳として、道路等占用料７４９万５,００

０円、ふるさと応援基金繰入金１,２００万円、水道管埋設に伴う舗装復旧金１０

万円、橋梁整備事業債２,０１０万円、一般財源が２,４６６万４,０００円となっ

ております。 

 説明は以上となります。 

 失礼しました。すみません。 
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 通知します。 

 資料の８ページを御覧ください。 

 今回の橋梁長寿命化修繕計画の概要と令和５年度の事業内容についてです。 

 説明は以上となります。 

○塩津建設課長  それでは、再度通知させていただきます。 

○濵中副委員長  途中で時報が入りますので、そのときはまた声かけます。 

○塩津建設課長  予算書の１６４、１６５ページを御覧ください。 

 続きまして、３目道路新設改良費につきましては、本年度予算額６,１００万円

で、前年度予算額６,０００万円に対しまして、１００万円の増額でございます。

財源内訳は地方債が３,５５０万円、その他特定財源が１,２００万円、一般財源が

１,３５０万円でございます。内容は市道改良事業６,１００万円です。内訳は、１

０節需用費１,６００万円で、こちらは市内各所の道路の修繕料でございます。１

４節工事請負費４,５００万円につきましては、市内各所の道路改良工事でござい

ます。 

 こちらの詳細につきまして、また再度、担当主幹より説明いたします。 

○岡田建設課主幹兼係長  通知します。 

 主要施策の予算概要７７ページを御覧ください。 

 それでは、市道改良事業につきまして説明いたします。 

 主な事業内容としましては、各地区自治会より要望のあった箇所の道路改良工事

を行う事業となります。 

 まず、需用費としまして修繕料１,６００万円、工事請負費としまして市内各所

道路改良工事４,５００万円、内容は、日尻野下中川線道路改良工事、中川地内道

路改良工事ほかとなります。財源内訳はその他特定財源４,７５０万円です。なお、

その他特定財源の内訳としましては、ふるさと応援基金繰入金１,２００万円、道

路整備事業債３,５５０万円となります。一般財源は１,３５０万円です。 

 説明は以上となります。 

○塩津建設課長  それでは、通知します。 

 予算書の１６４、１６５ページを御覧ください。 

 ３項河川費、１目河川総務費につきましては、本年度予算額３,５７３万円で、

前年度予算額３,８６７万円に対しまして、２９４万円の減額でございます。 

○濵中副委員長  ちょっとお待ちください。時報が入ります。 

（休憩 午前１１時５９分） 
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（再開 午後 ０時００分） 

○濵中副委員長  正午を過ぎましたが、継続いたします。再開。 

○塩津建設課長  それでは、財源内訳から、引き続き説明させていただきます。 

 財源内訳は地方債２,６００万円、その他特定財源８０万９,０００円、一般財源

８９２万１,０００円でございます。内容は河川改良事業３,５７３万円です。内訳

は、１０節需用費２７０万円で、市内各所の河川修繕料です。１１節役務費３００

万円で、河川の修繕手数料や除草作業に係る手数料でございます。１４節工事請負

費３,０００万円につきましては、昨今相次ぎます河川氾濫などを踏まえ、地方公

共団体が緊急かつ集中的にしゅんせつ事業に取り組み、危険箇所を解消できるよう

に創設されました緊急浚渫推進事業債を活用して、普通河川の堆積土砂の撤去を行

う工事でございます。１８節負担金、補助及び交付金は、全国海岸協会会費３万円

でございます。 

 続きまして、２目砂防費につきましては、本年度予算２,３００万円で、前年度

予算額１,６００万円に対しまして、７００万円の増額でございます。財源内訳は

地方債２,１１０万円と一般財源１９０万円でございます。内容は砂防事業で、内

訳としましては、１８節負担金、補助及び交付金２,３００万円で、県が実施する

急傾斜地崩壊対策事業に対する地元負担金でございます。 

○濵中副委員長  課長、すみません。説明の途中なんですけれども、まだ残った

項目がそこそこありますので、説明はもう、この後の説明はちょっと午後に回して

いただいて、ここでお昼の休憩を取らせていただきたいと思います。 

 皆さん、よろしいか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○濵中副委員長  再開は１３時１５分とさせていただきます。ここで暫時休憩い

たします。 

（休憩 午後 ０時０２分） 

 

（再開 午後 １時１４分） 

○濵中副委員長  休憩前に引き続き行政常任委員会を再開いたします。 

 説明の途中でしたので、土木費、港湾費のほうから始めていただきます。１６５

ページ、お願いします。 

○塩津建設課長  それでは、最初からでよろしいでしょうか。港湾費、先ほど担
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当主幹の説明の直前まで行きましたけど、そこからでよろしいですか。 

 それでは、河川改良事業の詳細につきましては、担当の主幹より説明させていた

だきます。 

○岡田建設課主幹兼係長  通知します。主要施策の予算概要７８ページを御覧く

ださい。 

 それでは、河川改良事業につきまして説明いたします。 

 主な事業内容としましては、需用費として修繕料２７０万円、役務費として除草

清掃作業３００万円、工事請負費として３,０００万円、内容としましては、北川

護岸改修工事及び岡の川河川維持補修工事、鈴河川河川維持補修工事、浜の川河川

維持補修工事となります。負担金、全国海岸協会会費として３万円となります。財

源内訳はその他特定財源として２,６８０万９,０００円、内訳としまして、河川等

占用料８０万９,０００円、河川整備事業債２,６００万円となります。一般財源は

８９２万１,０００円です。 

 通知します。資料の９から１０ページを御覧ください。 

 河川維持補修工事を行う位置図をつけさせていただいております。 

 続きまして、先ほど課長が説明しました２目砂防費、１８節負担金、補助及び交

付金２,３００万円につきましては、宮ノ上や坂場地区で県が実施する急傾斜地崩

壊対策事業に関する地元負担金でございます。 

 資料の１１ページから１２ページを御覧ください。 

 急傾斜地崩壊対策事業を行う位置図をつけさせていただいております。 

 説明は以上となります。 

○塩津建設課長  それでは、通知させていただきます。 

 予算書の１６４、１６５ページを御覧ください。 

 ４項港湾費、１目港湾管理費につきましては、本年度予算額１,４５５万１,００

０円で、前年度予算額１,２１２万６,０００円に対しまして、２４２万５,０００

円の増額です。財源内訳は国県支出金４８６万４,０００円とその他特定財源が６

万６,０００円、一般財源９６２万１,０００円です。内容は港湾管理一般事務費３

２万２,０００円です。内訳は、１０節需用費２０万５,０００円で、港湾施設など

の修繕料です。１１節役務費９,０００円で、通信運搬費などでございます。１８

節負担金、補助及び交付金１０万８,０００円は、港湾都市協議会分担金と尾鷲港

運営協議会会費でございます。次に、港湾整備維持補修費１,４２２万９,０００円

です。内訳は、１０節需用費２１８万３,０００円で、主なものは光熱水費１８４
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万２,０００円です。これは港湾施設の電気料と水道料となります。 

 予算書の１６６、１６７ページを御覧ください。 

 １１節役務費３０３万円は、各港湾６件の公衆トイレの浄化槽保守点検など手数

料と法定検査手数料でございます。１２節委託料８４１万６,０００につきまして

は、主なものとしまして、尾鷲港港湾施設清掃業務委託料１８０万円、尾鷲市海岸

清掃業務委託料３００万円などでございます。１８節負担金、補助及び交付金６０

万円は、尾鷲港湾海岸施設維持補修費負担金でございます。 

 ５項都市計画費、１目都市計画総務費につきましては、本年度予算額１,８４８

万４,０００円で、前年度予算額１,６４８万円に対しまして、２００万４,０００

円の増額です。財源内訳はその他特定財源が３５２万円、一般財源が１,４９６万

４,０００円です。内容は都市計画一般事務費４１４万１,０００円、内訳は、１節

報酬２９万７,０００円で、都市計画審議会の委員報酬となります。８節旅費８万

３,０００円は、普通旅費及び都市計画審議会委員１５人分への費用弁償となりま

す。１０節需用費４０万２,０００円は、消耗品費として、都市計画道路の花壇の

花の苗及び肥料代となっております。１１節役務費９,０００円は通信運搬費です。

１２節委託料３３２万２,０００円は、現在、国土交通省のほうで整備が進められ

ております尾鷲南ＩＣ簡易パーキング、こちらの清掃維持管理業務の委託料となり

ます。１８節負担金、補助及び交付金２万８,０００円は、都市計画協会負担金で

す。 

 予算書の１６８、１６９ページを御覧ください。 

 次に、２目街路事業費につきましては、本年度予算額５,０１８万２,０００円で、

前年度予算額６,１１６万５,０００円に対しまして、１,０９８万３,０００円の減

額です。財源内訳は地方債４,１３０万円と一般財源が８８８万２,０００円です。

内容は一般街路整備事業４,６２８万４,０００円です。内訳は、１０節需用費４０

５万円で、主なものとして修繕料４００万円です。これは街路灯などの街路施設の

修繕料です。１１節役務費９０万円で、都市計画道路の清掃や除草に係る手数料な

どでございます。１４節工事請負費１,４００万円につきましては、尾鷲港新田線

の舗装改良工事でございます。１８節負担金、補助及び交付金２,７３３万４,００

０円については、尾鷲港新田線整備事業に係る地元負担金でございます。 

 負担金の内容につきましては、新墓地造成事業の実施に伴う公共補償費となって

おります。これは新墓地造成事業に係る用地買収費と立木補助費及び新墓地造成工

事費でございます。 
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 詳細につきましては、担当主幹から説明をいたします。 

○岡田建設課主幹兼係長  通知します。主要施策の予算概要７９ページを御覧く

ださい。 

 それでは、一般街路整備事業につきまして説明いたします。 

 主な事業内容としましては、需用費４０５万円、内訳は、修繕費４００万円、消

耗品費５万円になります。役務費、都市計画道路草刈作業手数料として９０万円、

工事請負費尾鷲港新田線舗装改良工事として１,４００万円、負担金、補助及び交

付金２,７３３万４,０００円の内訳は、三重県事業にて進めております尾鷲港新田

線街路事業地元負担金です。合計の事業費は４,６２８万４,０００円です。財源内

訳としましては、その他特定財源が４,１３０万円、一般財源が４９８万４,０００

円となります。その他特定財源の内訳としましては、全額街路整備事業債となりま

す。 

 通知します。資料の１３ページを御覧ください。 

 赤丸部分が、今回、舗装改良工事を行う箇所となります。国道４２号線交差点か

ら光ヶ丘に向かう箇所の車道、歩道の舗装打ち替え工事を予定しております。 

 説明は以上となります。 

○塩津建設課長  それでは、再度、通知させていただきます。 

 予算書の１６８、１６９ページを御覧ください。 

 ３目公園費につきましては、本年度予算額１,２４８万７,０００円で、前年度予

算額１,０６１万１,０００円に対しまして、１８７万６,０００円の増額です。財

源内訳は国県支出金として２８４万９,０００円、その他特定財源が５７３万２,０

００円、一般財源が３９０万６,０００円です。内容は都市公園事業１,２４８万７,

０００円です。内訳は、１０節需用費１７８万９,０００円で、主なものとしまし

ては、光熱水費３４万円、都市公園等の施設修繕料１４２万円などでございます。

１１節役務費１５２万６,０００円で、主なものとしまして、公園トイレの浄化槽

保守点検等手数料４８万９,０００円、都市公園の樹木剪定・除草手数料５１万１,

０００円などでございます。１２節委託料９１４万円につきましては、みえ森と緑

の県民税市町交付金を活用した、中村山公園及び矢の浜公園の立木伐採業務委託料

４９８万２,０００円と中村山公園ほか管理委託料２５０万２,０００円などでござ

います。１５節原材料費は、大曽根公園テニスコートの維持管理に係る砂代３万２,

０００円でございます。 

 予算書の１７０、１７１ページを御覧ください。 
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 次に、６項住宅費、１目住宅管理費につきまして、今年度予算額３,２４９万８,

０００円で、前年度予算額２,８３７万３,０００に対しまして４１２万５,０００

円の増額です。財源内訳は国県支出金５６０万７,０００円、その他特定財源９３

８万８,０００円、一般財源１,７５０万３,０００円です。内容は住宅管理一般事

務費が８２５万６,０００円です。内訳につきましては、８節旅費１８万１,０００

円で、こちらは普通旅費となります。１０節需用費４６万６,０００円で、事務消

耗品でございます。１２節委託料１５１万６,０００につきましては、住宅・建築

物耐震診断業務委託料でございます。１３節使用料及び賃借料５万５,０００円で、

ソフトウェア使用料です。１８節負担金、補助及び交付金６０３万８,０００円に

つきましては、木造住宅耐震補強等に係る補助金などでございます。 

 詳細につきまして、担当主幹より説明いたします。 

○上村建設課主幹兼係長  それでは、通知をいたします。主要施策の予算概要８

０ページを御覧ください。 

 住宅耐震診断等事業につきまして説明いたします。 

 事業内容としまして、１２節委託料、住宅・建築物耐震診断業務委託料１５１万

６,０００円、また、１８節負担金、補助金及び交付金として、木造住宅耐震補強

等補助金、木造住宅耐震補強設計補助金５９３万４,０００円となっております。

財源内訳は国庫支出金、住宅・建築物耐震改修等事業費補助金２９６万５,０００

円、県支出金、三重県木造住宅耐震補強補助金２６１万７,０００円、一般財源が

１８６万８,０００円となっております。 

 説明は以上です。 

○塩津建設課長  通知いたします。予算書の１７０、１７１ページを御覧くださ

い。 

 次に、公営住宅維持補修費４８１万９,０００円です。内訳としましては、１０

節需用費３８２万８,０００円で、主なものとしましては、市営住宅の修繕料３７

０万円などでございます。１１節役務費は９９万１,０００円で、主なものは、通

信運搬費１１万９,０００円、貯水槽法定点検及び清掃手数料１０万６,０００円、

市営住宅除草作業手数料６６万４,０００円でございます。 

 引き続き、また通知させていただきます。 

 それでは、続きまして、予算書の２０６、２０７ページを御覧ください。 

 １０款災害復旧費、２項公共土木施設災害復旧費、１目現年発生公共土木施設災

害復旧費につきましては、本年度予算額１００万円で、前年度予算額と同額でござ
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います。こちら財源内訳は全て一般財源となっております。内容は公共土木施設復

旧費で、工事請負費でございます。 

 以上で、令和５年度当初予算に係る建設課の説明を終了いたします。よろしく御

審議いただき、御承認賜りますようお願いいたします。 

○濵中副委員長  説明は以上でございます。 

 御質問のある方の挙手をお願いいたします。 

○中村委員  今さっきの地籍調査で、今度の来年度の予算のところで今説明して

いただいたんですけれども、これは資料の７ページと６ページに、地籍調査の面積

表を出していただいていて、今、港町の民家密集地を、これ、何年も前から言って

いただいていて、そのときから、令和５年度から始めるということの説明でよかっ

たですよね。分かりました。 

 この予算がつくか、つかへんか分からへんと今おっしゃったような気がするんで

すけれども、待っていて、いつまでも待っているというのがどうなのかなというの

がもうずっと前からすごく気になっているんですけれども、毎年、毎年、南海トラ

フ近づいてくると言われているのに、県に一応、その予算として上げるけれども、

認めてくれへんかったからできませんでしたというのを今後続けていきはるのかな

というところだけ、ちょっとお伺いしたいんですけれども。 

○塩津建設課長  一応今、国県のほうに申請して補助事業としてやっております。

事業を執行する側としましては、少しでも有利な条件で事業を進めていきたいとい

うことで、これを単費でやるとなるとかなり市のほうの負担も大きくなりますので、

少しずつでありますが、補助を申請して、着実に進めていきたいと考えております

ので、よろしくお願いします。 

○中村委員  お金かかるのはよう分かるんですけれども、それでも、ちょっとず

つでもやり続けていく、県の予算が出えへんかったらもうそれを全部終わりという

のじゃなくて、やっていく。いける市費で、どれだけ最低やっていけるかぐらいの

ところも予算を立ててもらえて、例えばせめて５００万ぐらいつけておいて、５０

０万やったら全体で、何ぼやったっけ、すごい値段になりますよね、国費９５％ぐ

らい入ってくるわけやから。 

 でも、市の負担金だけでもできるようなところをちょっとずつでもやっていって

いただきたいなと思うんですけれども、どうですか。 

○塩津建設課長  また、その単費で行うとなりますと、また財政当局、部局との

打合せも必要となってまいりますが、取りあえず建設課としましては、少しでも単
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費が少なくなる、市費が少なくなるような形で補助事業としてやっていきたいと考

えております。 

 以上です。 

○濵中副委員長  よろしいですか。 

 他に質問ある方、いらっしゃいますか。 

○南委員  １６７ページの都市計画費の中で、委託料の尾鷲南ＩＣ簡易パーキン

グ清掃維持管理委託料３３２万２,０００円、これはやはりもう通常の都市公園で

委託されておる法人、これはもう法人契約ですか、個人契約なんですか、全体的な

都市公園の清掃管理については。 

○濵中副委員長  南パーキングの委託先の質問ですね。 

○塩津建設課長  公園ではなくて、今、南インターの降り口に、国のほうが防災

施設、通常はパーキング、災害時は防災拠点となるように整備を進めていただいて

いる……。 

○南委員  それは分かっておるんですよ。 

○塩津建設課長  その道路拠点、そちらのほうの清掃業務の委託料となっており

ます。それで、入札等でまた決定することになると思われます。 

○南委員  入札ということは、法人が契約することになるんですけれども。 

 特にトイレのことは、以前からよく御指摘されるんですけれども、清掃する側よ

りかは、僕は使用する側にもかなりの問題があると思うので、どちらがどちらとい

うことじゃないんですけれども。 

 やはり先ほども委員長が午前中にゲートウエーという表現を使って、南インター

なんか、ある意味ではゲートウエー的な役割になるんかなというような感じがいた

しておりますので、ぜひとも、いつ行ってもきれいやよというような、そういった

きめの細かい、金額的には無理かもしれないんやけれども、できるだけ回数よく清

掃していただくような契約書を作って、いつもきれいなトイレを使用していただく

よう最大の努力を、これはもう要望ですね、いかがですか。 

○塩津建設課長  ありがとうございます。委員おっしゃるとおり、心がけていき

たいと考えております。 

○南委員  ぜひともお願いします。 

○中村委員  この今の同じ質問の続きなんですけれども、この３３２万２,０００

円は、何か月分を予定されておりますか。 

○塩津建設課長  現段階で、国交省のほうから完成と、供用開始日のほうが示さ
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れておりませんので、一応予測ということで９か月分。 

○濵中副委員長  ９か月。 

○塩津建設課長  を予定し、想定しております。 

○濵中副委員長  よろしいですか。 

○西川委員  市民の方からよく僕も頼まれるんですけど、この予算書の１７１ペ

ージの蜂の巣駆除手数料ってありますよね。これ、市へ頼んだら市でやってくれる

んですか。 

○塩津建設課長  市営住宅内にできた蜂の巣の、空き家の蜂の巣の駆除というこ

とで、市営住宅の予算で持っております。 

○濵中副委員長  よろしいですか。 

 他に質問……。 

○中里委員  すみません。南委員のちょっと質問に関連するんですけれども、ト

イレの件で、以前、私も都市公園のトイレの清掃の件について質問させていただい

たんですけれども、以前に、使用するほうの啓発の、言ったら、貼り紙等をお願い

しますといったことですが、２か月ぐらい前に矢の浜公園とかを訪れたときにちょ

っとそういう紙はなかったんですけど、現在どうなっていますかね。 

○山中建設課長補佐兼係長  すみません、掲示はしたんですけど、もしかしたら

取れてしまっているかも分からないので、再度、この後、担当のほうと見守りをし

て、取れているようでしたら、また掲示のほうを各公園してくるようにいたします。 

○中里委員  お願いします。 

 次に、予算書の１６９ページで、大曽根公園の委託料なんですけれども、これも

少し以前にお話しさせていただいたんですが、今これだけ委託料として予算つけて

いると思うんですが、こちらの利用の推定の人数とか、あと、集客交流人口という

んですかね、こちら利用して使う、公園としてしっかり機能がされているのかどう

か、ちょっとどのぐらい市のほうで把握しているのか教えていただきたいんですけ

れども。 

○山中建設課長補佐兼係長  すみません、来客者数のほうに関しては、ちょっと

正確な把握はしていないんですけれども、先般も亀山から、ちょうど私、行ってい

るときに、亀山のほうからバスで２０人ぐらい来られたりとかという形で、グリー

ンクラブさんのほうにこちらのほう委託はしているんですけれども、椿公園のほう

は。グリーンクラブさんのほうが案内を土日とかも、予約があれば案内をしていた

だいて、椿公園のＰＲ等を進めていただいております。特に、昨年まで開花が悪か
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ったんですが、その分、今年は物すごく開花がいいということで喜んでいただいて

おりますので。 

 ＰＲに関しては、観光のほうからホームページ等でアップをしておいていただい

ておりますし、開花情報についても、グリーンクラブさんから情報をいただいて、

提供のほうをしていただいておりますので、御了承ください。 

○中里委員  せっかくすてきな公園だと思いますので、今後、もっと市内外の方

にもアピールしていっていただいて、中にちょっと結構古い建物が、もう壊れかけ

の使っていない建物があると思うんですけれども、あれは、すみません、ちょっと

詳しく分からないんですけど、県、市の持ち物なんですかね、あの処理というか、

あれはどういうふうに、今後、中身も含めて、どういうふうに使っていくのかどう

か。 

○塩津建設課長  それは建物、多分、元の青年の家とユースホステルですかね。

そちらのほうは一応、ちょっと公共施設個別計画のほうで除却等の予定は立ってお

りますので、建設課所管で……。 

○濵中副委員長  課長、ごめんなさい、マスクちょっと外してしゃべってもらえ

ますか。 

○塩津建設課長  建設課の所管ではないですね。ほかの課のほうで計画等を立て

ておりますので、お願いします。 

○中里委員  じゃ、あの建物に関しては、今後、使い道をまた決めて検討中とい

うことでよろしかったですか。 

○塩津建設課長  公共施設個別計画のほうでは、除却というほうになっていたと

聞いております。 

 以上です。 

○濵中副委員長  よろしいですか。 

 他にありますか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○濵中副委員長  そうしましたら、建設課に係る説明を終わらせていただきます。 

 ここで一旦休憩いたします。１５分ほどいただきます。 

（休憩 午後 １時４０分） 

 

（再開 午後 １時５８分） 

○濵中副委員長  それでは、休憩前に引き続き再開いたします。 
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 じゃ、水道部、よろしくお願いいたします。 

○神保水道部長  それでは、議案第２３号、令和４年度尾鷲市水道事業会計補正

予算（第３号）について説明させていただきます。 

○濵中副委員長  部長、申し訳ありません、マスク外してしゃべっていただけま

すか。 

○神保水道部長  １ページを御覧ください。 

 第１条 令和４年度尾鷲市水道事業会計の補正予算（第３号）は次に定めるとこ

ろによります。 

 第２条 予算第２条に定めた業務の予定量を次のとおり補正いたします。 

 （２）年間総給水量、既決予定量３３５万８,３５２立米に対し、補正予定量は

１万４９７立米の増量で、予定量を３３６万８,８４９立米とし、（３）１日平均

給水量、既決予定量９,２０１立米に対し、補正予定量は２９立米の増量で、予定

量を９,２３０立米とするものでございます。 

 次に、第３条 予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補

正いたします。 

 収入の第１款水道事業収益、既決予定額４億９,２９４万８,０００円に対し、補

正予定額は９９万の増額で、予定額を４億９,３９３万８,０００円とするものでご

ざいます。 

 内訳といたしましては、第１項営業収益を２３３万５,０００円増額補正し、予

定額を４億２,６０１万７,０００円、第２項営業外収益を１３４万５,０００円減

額補正し、予定額を６,７９１万７,０００円とするものでございます。 

 次に、支出の第１款水道事業費用、既決予定額５億２,０６２万７,０００円に対

し、補正予定額は６７万９,０００円の増額で、予定額を５億２,１３０万６,００

０円とするものでございます。 

 内訳は、第１項営業費用を２９万１,０００円減額補正し、予定額を４億６,８６

２万２,０００円、第２項営業外費用を７９万増額補正し、予定額を５,２００万１,

０００円、第３項特別損失を１８万円増額補正し、予定額を６８万３,０００円と

するものでございます。 

 続きまして、第４条 予算第４条資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正

いたします。 

 収入の第１款資本的収入、既決予定額７,４０５万１,０００円に対し、補正予定

額は１,２１２万８,０００円の減額で、予定額を６,１９２万３,０００円とするも
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のでございます。 

 内訳としましては、第２項負担金を１２２万８,０００円減額補正し、予定額を

２６６万９,０００円、第３項企業債を１,０９０万円減額補正し、予定額を５,８

００万円とするものでございます。 

 次に、支出の第１款資本的支出、既決予定額３億３,２２０万９,０００円に対し、

補正予定額は１,５７３万２,０００円の減額で、予定額を３億１,６４７万７,００

０円といたします。 

 内訳といたしましては、第１項建設改良費を１,５７３万２,０００円減額補正し、

予定額を７,３０１万９,０００円とするものでございます。 

 補塡内容の変更ですが、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額２億５,

４５５万４,０００円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額６５２

万４,０００円、当年度分損益勘定留保資金１億９,３１４万８,０００円、減債積

立金５,４８８万２,０００円で補塡するものでございます。 

 続きまして、２ページを御覧ください。 

 次に、第４条 予算第５条債務負担行為を次のように補正します。 

 契約額の確定により、水道窓口及び検針収納業務委託について限度額を２７６万

１,０００円減額し、１億９,００８万円にするものでございます。 

 第５条 予算第５条企業債を次のとおり補正いたします。 

 上水道配水管布設替事業の限度額１,６２０万円を５０万円減額の１,５７０万円

とし、簡易水道配水管布設替事業の限度額３,３８０万円を８８０万円減額し２,５

００万円とし、簡易水道施設設備取替事業の限度額を１,８９０万円を１６０万円

減額し、１,７３０万円とするものでございます。起債の目的、方法、利率、償還

の方法については変更ありません。 

 次に、第６条 予算第１０条簡易水道事業に係る企業債償還のため、一般会計か

らこの会計へ補助を受ける金額を次のとおり補正いたします。 

 既決予定額１,４５６万２,０００円を９,０００円増額補正し、予定額を１,４５

７万１,０００円とするものでございます。 

 続きまして、３ページの説明書を御覧ください。 

 収益的収入及び支出の収入ですが、第１項営業収益において、２３３万５,００

０円増額補正するものでございますが、これは第１目給水収益を使用量増加による

増額により２２３万６,０００円増額補正するものと、第３目他会計負担金を墓地

等の無収給水に対する一般会計負担金の減額及び水道部にて技術職員分の児童手当
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負担金の増額により、９万９,０００円増額補正するものでございます。 

 第２項営業外収益は、１３４万５,０００円の減額補正とするものですが、これ

は第３目他会計補助金の４３万円の減額は、令和３年度の起債借入額の減額に伴う

支払利息の減額による簡易水道企業債償還利子補助金の減額及び６月から８月の３

か月分の基本料金の減免額の確定に伴う減額補正するものと、第５目雑収益の８８

万円の減額は、消費税還付金の減額でございます。 

 次に、支出ですが、第１項営業費用において２９万１,０００円を減額補正する

ものでございますが、これは第５目総係費において、実績に応じて減額補正するも

のでございます。 

 次に、第２項営業外費用では、７９万円の増額補正となるものですが、これは第

１目支払利息及び企業債取扱諸費において、企業債利息を３万１,０００円増額補

正、第３目消費税及び地方消費税を７５万９,０００円増額補正するものでござい

ます。 

 第３項特別損失は、過年度分の料金還付金の増額による過年度損益修正損を１８

万円増額するものでございます。 

 続きまして、４ページを御覧ください。 

 資本的収入及び支出について説明いたします。 

 まず、収入ですが、第２項、第１目他会計負担金においては、一般会計負担金１

２２万８,０００円減額補正するものでございますが、これは消火栓設置費用分の

一般会計負担金の減額によるものでございます。 

 第３項企業債１,０９０万円の減額ですが、これは上水道企業債及び簡易水道企

業債の減額によるものでございます。 

 続いて、支出でありますが、第１項建設改良費において１,５７３万２,０００円

を減額するもので、これは第１目固定資産購入費の入札の差額につき、減額するも

のでございます。 

 次に、５ページの予定キャッシュ・フロー計算書を御覧ください。 

 今回の補正により、業務活動によるキャッシュ・フローの一番上、当年度純利益

がマイナス３,４３４万５,０００円となり、補正額が各項目に反映され、１から３

までの合計となる資金増加額はマイナス８,３１１万８,０００円となり、資金期首

残高６億７,８４１万６,０００円から差し引いた資金期末残高は５億９,５２９万

８,０００円となります。 

 次に、６ページの予定損益計算書をお願いします。 
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 営業収益以下、各項目には補正額が反映され、当年度純利益は、補正前の３,６

０８万３,０００円の純損失から１７３万８,０００円改善の３,４３４万５,０００

円となります。 

 次に、７ページから予定貸借対照表でございます。 

 この補正予算におきまして、資産の部では、資産合計は５２億９,２２６万円と

なります。８ページの負債の部では、負債合計２６億４,８２１万４,０００円とな

ります。９ページの資本の部では、資本金といたしまして２０億８,４４１万８,０

００円、これに剰余金として資本剰余金と利益剰余金を合わせた剰余金合計５億５,

９６２万８,０００円を加えた資本合計は、２６億４,４０４万６,０００円となり

ます。この資本合計と負債合計を合算した負債資本合計は５２億９,２２６万円と

なり、資産合計と同様となっております。 

 最後に、１０ページと１１ページは、会計処理の基準及び手続の注記としており

ます。 

 以上で、令和４年度尾鷲市水道事業会計補正予算（第３号）の説明を終わります。

以上です。 

○濵中副委員長  議案２３号の補正についての説明をいただきました。 

 御質疑ある方の挙手をお願いします。 

 よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○濵中副委員長  そうしましたら、議案１８号、当初予算についての説明を求め

ます。 

○神保水道部長  それでは、議案第１８号、令和５年度尾鷲市水道事業会計予算

について御説明いたします。 

 予算書の１ページを御覧ください。 

 第１条 令和５年度尾鷲市水道事業会計の予算は次に定めるところによります。 

 第２条 業務の予定量は次のとおりであります。 

 給水戸数は８,９０７戸、年間給水量３２７万２,９８８立米、１日平均給水量８,

９６７立米であります。 

 続いて、第３条 収益的収入及び支出の予算額は次のとおりと定めています。 

 収入の部でありますが、第１款水道事業収益を４億８,３７３万２,０００円と定

め、第１項営業収益４億４,９７８万２,０００円、第２項営業外収益３,３９４万

６,０００円、第３項特別利益４,０００円と定めるものでございます。 
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 次に、支出の部ですが、第１款水道事業費用を５億１,９６０万７,０００円と定

め、第１項営業費用４億７,１４７万６,０００円、第２項営業外費用４,７６２万

８,０００円、第３項特別損失５０万３,０００円と定めるものであります。 

 次に、第４条 資本的収入及び支出の予定額は次のとおりと定めます。 

 まず、収入の部でありますが、第１款資本的収入を８,１４４万７,０００円と定

め、第１項給水加入金９７万９,０００円、第２項負担金３９６万８,０００円、第

３項企業債７,６５０万円と定めるものでございます。 

 次に、支出の部ですが、第１款資本的支出を３億３,９３６万３,０００円と定め、

第１項建設改良費９,３７７万１,０００円、第２項企業債償還金２億４,５５９万

２,０００円とそれぞれ定めるものでございます。 

 第４条の括弧書きにありますが、この資本的収入額が資本的支出額に対し不足す

る額２億５,７９１万６,０００円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調

整額８４３万４,０００円、当年度分損益勘定留保資金１億８,６０５万９,０００

円、減債積立金６,３４２万３,０００円で補塡するものでございます。 

 続きまして、２ページを御覧ください。 

 第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は次のとおりと

定めます。 

 上水道配水管布設替事業につきましては、限度額を２,０７０万円とし、簡易水

道配水管布設替事業につきましては、限度額を３,７８０万円、簡易水道施設設備

取替事業につきましては、限度額を１,８００万円とし、それぞれ起債の方法は証

書借入で、利率は３％以内とし、償還の方法は、措置期間を含め３０年以内の半年

賦元利均等償還とします。 

 ただし、財政等の都合により措置期間及び償還期間を短縮し、もしくは繰上償還

または低利債に借換えすることができ、起債の全部または一部を翌年度へ繰り越し

て借り入れることができるものでございます。 

 次に、第６条 一時借入金は、限度額が５,０００万円と定めます。 

 第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとお

りと定めます。 

 令和５年度尾鷲市水道事業会計予算中、不足を生じる場合は、款内各項の全額を

流用できるものとします。 

 次に、第８条 議会の議決を経なければ流用することができない経費として、職

員給与費７,９０６万１,０００円、交際費１万円と定め、これらの経費の金額、こ
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れらの経費のうち他の経費の金額に、もしくはこれら以外の経費の金額に流用し、

またはこれら以外の経費をこれらの経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経

なければならないものとします。 

 続いて、第９条 簡易水道事業に係る企業債償還金のため一般会計からこの会計

へ補助を受ける金額は、１,５３７万７,０００円であります。 

 第１０条のたな卸資産の購入限度額は５００万円と定めます。 

 続きまして、３ページを御覧ください。 

 尾鷲市水道事業会計予算実施計画書により、予算の明細について説明させていた

だきます。 

 まず、収入の部でありますが、第１款水道事業収益は４億８,３７３万２,０００

円で、前年度当初予算と比較しまして１,１９６万１,０００円の減額でございます。 

 第１項営業収益は４億４,９７８万２,０００円でございますが、内訳といたしま

しては、第１目の給水収益が４億４,６６２万３,０００円で、１,３０６万８,００

０円減額となっております。これは令和３年度収益見込みから上水２％、簡水３％

の減で、１,３０６万８,０００円の減額を見込んでおります。 

 次に、第２目受託工事収益は２,０００円で、これは消火栓受託工事収益１,００

０円とその他受託工事収益１,０００円を計上したものでございます。 

 第３目他会計負担金２５２万４,０００円は、公園、墓地、消火栓用水等に係る

無収、有効水量及び児童手当に要する経費の一般会計からの負担金収入でございま

す。 

 第４目その他営業収益６３万３,０００円は、手数料９万６,０００円、材料売却

収益５３万４,０００円、雑収益３,０００円であります。 

 続きまして、第２項営業外収益３,３９４万６,０００円でございますが、内訳と

しましては、第１目他会計補助金として２２７万２,０００円、これは総務省の繰

出基準による簡易水道企業債償還利息分補助金で、一般会計からの補助金でござい

ます。 

 次に、第２目長期前受金戻入１,６４６万１,０００円は、補助金等を財源取得さ

れた固定資産の減価償却見合い分の収益額等でございます。 

 第４目資本費繰入収益１,３１０万５,０００円は、先ほどと同様に、総務省の繰

出基準による簡易水道に係る企業債償還元金に対する一般会計補助金であります。 

 第５目雑収益２１０万８,０００円のうち主なものとしては、三重県警察本部に

貸与しております樋ノ口用地と矢浜保育園職員駐車場として保育園に隣接する用地
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の貸付料でございます。 

 なお、樋ノ口用地につきましては、新聞報道でもございましたが、令和５年度よ

り尾鷲警察署仮庁舎建設に伴い、貸付け面積が１,５００平方メートルから４,９０

０平方メートルに増加する予定でございます。 

 次に、４ページを御覧ください。 

 第３項特別利益については、第１目過年度損益修正益として４,０００円を計上

しております。 

 続きまして、５ページを御覧ください。 

 支出の部でありますが、第１款水道事業費用は５億１,９６０万７,０００円で、

前年度と比較しまして１,５２８万３,０００円の減額でございます。 

 内訳といたしましては、第１項営業費用、４億７,１４７万６,０００円のうち第

１目原水及び浄水費は１億４４１万４,０００円、前年度と比較しまして１,９９３

万９,０００円の増額で、主なものとしては、電気料金高騰に伴う動力費の増額で

ございます。 

 次に、第２目配水及び給水費は６,５４２万２,０００円でございますが、前年度

予算と比較しまして６３５万４,０００円の増額で、主なものとしては、資材購入

金増額分による修繕料及び材料費の増によるものでございます。 

 次に、第３目受託工事費は２,０００円で、これは消火栓受託工事費１,０００円

とその他受託工事費１,０００円を計上したものでございます。 

 続いて、第４目業務費では５,４９５万８,０００円で、前年と比較いたしまして

１４１万４,０００円の増額であり、主なものとしては、水道窓口及び検針収納業

務委託料の増額による委託料の増でございます。 

 第５目総係費４,３６４万５,０００円は、前年度と比較しまして２７５万５,０

００円の減額となっております。主なものといたしましては、定期昇給に伴う給料

及び退職金の増額になります。 

 第６目減価償却費は２億１２万８,０００円で、前年度当初予算と比較し６４８

万６,０００円の減額でございます。 

 第７目資産減耗費は２３９万２,０００円で、前年度当初予算と比較して２９万

２,０００円の減額でございます。 

 第８目その他営業費用は５１万５,０００円で、材料売却原価５１万２,０００円

と雑支出３,０００円を計上しております。 

 続きまして、８ページを御覧ください。 
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 第２項営業外費用４,７６２万８,０００円でございますが、第１目支払利息及び

企業債取扱諸費は、企業債利息、一時借入金利息を合わせて３,２５３万８,０００

円で、前年度と比較しまして４２４万円の減額となっております。 

 第２目雑支出は３,０００円、第３目消費税及び地方消費税は、消費税納付額１,

５０８万７,０００円を計上しております。 

 次に、第３項特別損失は、第１目過年度損益修正損として５０万３,０００円を

計上しております。 

 次に、９ページを御覧ください。 

 資本的収入及び支出について説明いたします。 

 第１款資本的収入の予定額は８,１４４万７,０００円でございますが、前年度当

初予算額より７３９万６,０００円の増額でございます。 

 内訳としまして、第１項、第１目上水道給水加入金として１３ミリ１５件、２０

ミリ１件分で９２万４,０００円、第２目簡易水道給水加入金として１３ミリ１件

分の５万５,０００円を計上いたしました。 

 次に、第２項負担金３９６万８,０００円で、前年度比７万１,０００円の増額で

ございます。第３項企業債７,６５０万円は、前年度比７,６００万円の増額でござ

います。 

 次に、１０ページをお願いします。 

 第１款資本的支出は３億３,９３６万３,０００円で、前年度より７１５万４,０

００円の増額でございます。 

 第１項建設改良費は９,３７７万１,０００円で、内訳といたしましては、第１目

固定資産購入費は、機械装置費として量水器購入分５２７万１,０００円でござい

ます。第２目上水道施設整備費には、工事請負費で配水管布設替工事など２ ,５０

０万円を計上しております。第３目簡易水道施設整備費には、工事請負費において

配水管布設替工事など６,３５０万円を計上しております。 

 次に、第２項企業債償還金、第１目建設改良企業債償還金は２億４,５５９万２,

０００円で、上水道企業債償還元金２億２,１３３万９,０００円ですが、償還元金

として財務省財政融資資金１６件、地方公共団体金融機構２０件の内訳となってお

ります。簡易水道企業債償還元金２,４２５万３,０００円ですが、償還元金として

財務省財政融資資金１３件、地方公共団体金融機構１７件の内訳となっております。 

 続きまして、１１ページを御覧ください。 

 予定キャッシュ・フロー計算書について説明いたします。 



－５２－ 

 まず、一番上の当年度純利益は、マイナス４,４７６万２,０００円になり、１年

間での現金の増減は、下から３行目のマイナス８,８８４万円となり、一番下の期

末残高は５億６４５万８,０００円となります。 

 続きまして、１２ページを御覧ください。 

 給与費明細書について説明いたします。 

 まず、総括でありますが、職員数については、前年度と変更はなく１０名であり

ますが、昇給に伴う増加などにより、合計で１８４万１,０００円の増額となって

おります。 

 ２は、給料及び職員手当等の増減額の明細について表したものであり、詳細は御

覧のとおりでございます。 

 ３は、令和５年１月１日現在の給料及び職員手当等の状況について表したもので

あり、職員の給与体系は６級１名、５級１名、４級５名、３級１名、２級１名、１

級１名であり、詳細は１３ページから１５ページに記載しておりますので、御参照

ください。 

 １６ページには、債務負担行為に関する調書を添付してございますので、御参照

ください。 

 次に、１７ページを御覧ください。 

 予定損益計算書について説明させていただきます。 

 先ほど説明いたしました予算実施計画を全経理した結果、それぞれの御覧の金額

となり、最終的には下から４行目、当年度純損失は４,４７６万２,０００円となり、

さらに、これに前年度繰越利益剰余金２億７,６０５万８,０００円と減債積立金の

取崩し相当額である、その他未処分利益剰余金変動額６,３４２万３,０００円を加

えると、当年度未処分利益剰余金は２億９,４７１万９,０００円となります。 

 次に、１８ページを御覧ください。 

 予定貸借対照表について説明させていただきます。 

 まず、資産の部では、資産合計は５０億８,８２７万７,０００円となります。ま

た、１、市固定資産（１）有形固定資産の一番下に（ト）建設仮勘定７４万９,０

００円を計上しています。これは令和４年度から４か年事業の三木浦第２浄水場設

備取替工事に係る設計業務委託料のうち、令和６年度以降の工事に関する費用分で

ございます。 

 １９ページの負債の部ですが、負債合計は２４億８,８９９万２,０００円となり

ます。 



－５３－ 

 ２０ページ資本の部では、資本金といたしまして２０億８,４４１万８,０００円、

剰余金として、資本剰余金と利益剰余金を合わせた剰余金合計４億６,８０４万７,

０００円を加えた資本合計は、２５億９,９２８万５,０００円となります。この資

本合計と負債合計を合算した負債資本合計は５０億８,８２７万７,０００円となり、

資産合計と同額となっております。 

 次に、２１ページと２２ページでは、重要な会計方針に係る事項に関する注記、

予定貸借対照表等に関する注記など、会計処理の基準及び手続を注記として明示し

ております。 

 ２３ページから２８ページには、決算見込みとして、令和４年度の予定損益計算

書と予定貸借対照表及び注記を掲載しております。 

 続きまして、行政常任委員会資料について御説明させていただきます。通知をい

たしますので、御覧ください。 

 資料の１ページを御覧ください。 

 経営戦略の投資・財政計画の収益的収支について、令和４年度決算見込みと令和

５年度当初予算を反映させたもので、網かけをしている部分が変更したところでご

ざいます。 

 営業収益や流動資産のうち、現金預金の保有額状況、さらには、補塡財源不足額

の状況を鑑み、令和６年度に料金改定を実施する計画となっております。 

 表の中ほどの当年度純利益の欄を御覧ください。 

 令和４年度は、当初計画ではこの年度に料金改定をするものと想定していたため、

見込みより１億８１７万５,０００円減額のマイナス３,４３４万５,０００円、令

和５年度は、令和４年度と同様に料金改定を遅らせたことにより、１億１,９０５

万５,０００円減額のマイナス４,４７６万２,０００円となっております。 

 令和６年度では、料金収入が見込みより約１,１４１万円増額となりますが、令

和１０年度までの５年間の当年度純利益はマイナス５,５００万円減額になります。

これは動力費の高騰を反映した結果となり、料金改定後も厳しい経営状況となるこ

とが予想されます。 

 ２ページを御覧ください。 

 同じく網かけの部分が変更したところで、資本的収支について、令和４年度決算

見込みと令和５年度当初予算を反映させたものでございます。 

 令和５年度につきましては料金改定を遅らすため、上水道分企業債の借入れを継

続に変更してございます。 



－５４－ 

 ３ページを御覧ください。 

 補塡財源残高の当初計画との比較ですが、下から３行目の補塡財源不足額が、令

和４年度はマイナスの４億５,７９２万６,０００円、令和５年度はマイナスの４億

４,９７４万１,０００円となって、令和５年度の末の補塡財源残高は、当初計画よ

り２,７３４万４,０００円減少しております。 

 また、４ページ以降には例年添付させていただいております建設改良工事計画と

企業債明細書を掲載しておりますので、後ほど御覧ください。 

 以上で、令和５年度尾鷲市水道事業会計予算書の説明を終わります。 

○濵中副委員長  説明が終了いたしました。 

 ここで、水道部の当初予算についての質問をお受けします。 

 質問のある方、挙手をお願いいたします。 

○南委員  予算書の７ページの報酬ですね。審議会委員報酬７５万３,０００円の

ところでちょっと若干お尋ねをいたしたいと思います。 

 先ほど水道部長のほうから、資料に基づいて、１ページで、令和４年度に水道料

金上げる見込みが、５年度もこれでいくと見送りということになるんですけれども、

６年度からアップ料金に変わるということなんですけれども、この報酬審議会の７

５万３,０００円の予算の内訳で、審議会委員が何名で、何回会議を持たれて決め

ていくのか、ちょっとスケジュール等も併せて教えていただきたいと思います。 

○北村水道部係長  すみません、こちらの報酬の金額につきましては、水道水源

保護条例に伴う審議会の部分と、あと料金改定の審議会、二つの分が合わさって入

っております。 

 水道水源のものにつきましては、１１名の４回分掛ける６,６００円で２９万４

００円を計上しております。料金改定審議会につきましては、７回の１０名分、６,

６００円を掛けまして、４６万２,０００円を計上させていただいております。 

 スケジュールにつきましては、審議会、まだ委員の選定を進めておる状況なんで

すけれども、おおよその見込みとしましては、ゴールデンウイーク明けぐらいに第

１回を開ければというふうに考えて、現在進捗しております。 

 以上です。 

○南委員  水道料金の審議会のほうは７名で、あっ、７回か、１０名でゴールデ

ンウイーク明けからスタートするということなんですけれども、恐らく秋口にはも

うある程度の形は示さないけないと思うんですけれども、この財政計画でいったら、

大体何％ぐらい上げられる予定なんですか、この数字から見て。 



－５５－ 

○神保水道部長  今、料金改定におきましては詳しくはちょっと述べられません

けれども、想定した以上に電力のほうが高騰しておりまして、我々が想定した以上

に上げなければならないと見込んでおります。もうそれぐらいの回答とさせていた

だきます。 

○南委員  厳しい数字は独り歩きされると困るので、あれですけど……。 

 もう通常、前回は二十四、五％やったんですかね。前回いつ、何％上げたか、ち

ょっと参考までに。 

○神保水道部長  ２３年に２５％程度ですね。２３。 

○南委員  分かりました。ありがとう。 

○濵中副委員長  よろしいですか。 

 他にございませんか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○濵中副委員長  そうしましたら、水道部における審査を終了いたします。あり

がとうございました。 

 本日の予定は以上で終了となります。 

 本日はこれで閉会といたします。ありがとうございました。 

（午後 ２時３１分 閉会） 

 


